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１ はじめに 

 
 本報告書「令和３年度福井市教育委員会事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告

書」（以下、「点検・評価報告書」という。）は、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律の規定に基づき、より効果的な教育行政の推進と市民に対する説明責任を果たすた

め、市教育委員会が令和３年度の福井市教育振興基本計画の成果報告とともに、教育委

員会の各種活動状況について点検・評価を行い、教育に関する学識経験者の意見を付し

て報告するものです。 

  
 
【参考】 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定によ

り事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。 

 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 
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２ 点検・評価方法等 

  
（１）対象期間 

   令和３年度（令和 3 年 4月～令和 4 年 3月） 

 

 （２）点検・評価方法 

① 点検・評価報告書案の作成 

・教育委員会において点検・評価報告書案を作成 

② 点検・評価報告書の確認・審査意見 

・学識経験者による点検・評価報告書案の内容の確認及び審査 

③ 市議会への提出 

・点検・評価報告書を市議会に提出 

④ 点検・評価報告書の公表 

・点検・評価報告書を市のホームページにおいて公表 

 

〔点検・評価フロー〕 

 

点
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市
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④ 点検・評価 

  報告書の公表 

 （市ホームページ） 
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３ 令和３年度 福井市教育委員会の活動状況 

 

（１）福井市教育委員会委員の構成 （令和 3年 4 月 1 日～令和 4 年 3月 31 日） 

職名 氏名 任期 職業等 

教育長 吉 川  雄 二 
令和 2 年 6 月 27 日～ 

令和 5 年 6 月 26 日 
元教員 

教育長職務代理者 春 木  伸 一 
令和 2 年 12 月 22 日～ 

令和 6 年 12 月 21 日 
医師 

委員 木 村  敦 子 
平成 30 年 10 月 1 日～ 

令和 4 年 9 月 30 日 

看護師 

（保護者） 

委員 多 田  和 博 
平成 29 年 12 月 24 日～ 

令和 7 年 12 月 23 日 
会社役員 

委員 宮郷 美千代 
令和元年 12 月 18 日～ 

令和 5 年 12 月 17 日 

団体職員 

（保護者） 

 

（２）教育委員会の開催状況 

委員会 開催日 請願件数 議案件数 報告件数 

令和 3 年 4 月定例会  4 月 23 日 0 2 5 

5 月定例会  5 月 25 日 0 2 2 

6 月定例会  6 月 30 日 0 7 0 

7 月定例会  7 月 30 日 0 5 0 

8 月定例会  8 月 19 日 0 2 0 

9 月定例会  9 月 29 日 0 3 0 

10 月定例会 10 月 27 日 0 0 0 

11 月定例会 11 月 24 日 0 2 0 

12 月定例会 12 月 24 日 0 2 0 

令和 4 年 1 月定例会  1 月 31 日 0 2 0 

2 月定例会  2 月 16 日 0 3 0 

3 月定例会  3 月 25 日 0 3 0 

計 0 33 7 
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（３）教育委員会審議案件 

開催日 内 容 

令和 3年 

4 月 23 日 

（定例） 

第 1 号議案 福井市社会教育功労者表彰について（ＰＴＡ分） 

第 2 号議案 市指定文化財の指定解除について 

第 1 号報告 専決処分（福井市教育委員会行政組織規則の一部改正）の承認

を求めることについて 

第 2 号報告 専決処分（福井市教育委員会職務権限規程の一部改正）の承認

を求めることについて 

第 3 号報告 専決処分（福井市教育委員会文書管理規程の一部改正）の承認

を求めることについて 

第 4 号報告 専決処分（福井市結核対策委員会委員の委嘱）の承認を求める

ことについて 

第 5 号報告 専決処分（福井市社会教育指導員の委嘱）の承認を求めること

について 

令和 3年 

5 月 25 日 

（定例） 

第 3 号議案 市議会定例会提出議案（令和３年度福井市一般会計補正予算）

に同意することについて 

第 4 号議案 市議会定例会提出議案（財産の取得について）に同意すること

について 

第 6 号報告 専決処分（福井市学校体育施設開放運営委員会委員及び福井市

学校体育施設開放管理員の委嘱）の承認を求めることについて 

第 7 号報告 専決処分（福井市通学区域審議会委員の委嘱）の承認を求める

ことについて 

令和 3年 

6 月 30 日 

（定例） 

第 5 号議案 福井市学校給食運営委員会委員の委嘱について 

第 6 号議案 福井市公民館管理運営に関する規則の一部改正について 

第 7 号議案 福井市社会教育委員の委嘱について 

第 8 号議案 福井市少年愛護センター運営委員会委員の委嘱について 

第 9 号議案 福井市自然史博物館運営協議会委員の委嘱について 

第 10 号議案 福井市美術館運営協議会委員の委嘱について 

第 11 号議案 福井市郷土歴史博物館運営協議会委員の委嘱について 

令和 3年 

7 月 30 日 

（定例） 

第 12 号議案 福井市通学区域審議会委員の委嘱について 

第 13 号議案 福井市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

第 14 号議案 福井市文化的景観保存活用委員の委嘱について 

第 15 号議案 福井市清水郷土資料館の設置及び管理に関する条例施行規則の

一部改正について 

第 16 号議案 福井市図書館協議会委員の委嘱について 

令和 3年 

8 月 19 日 

（定例） 

第 17 号議案 令和４年度使用小中学校教科用図書の採択について 

第 18 号議案 市議会定例会提出議案（令和３年度福井市一般会計補正予算）

に同意することについて 
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令和 3年 

9 月 29 日 

（定例） 

第 19 号議案 福井市立学校体育施設の開放に関する規則の一部改正について 

第 20 号議案 福井市社会教育功労者表彰について 

第 21 号議案 市指定文化財の指定解除について 

令和 3年 

10 月 27 日 

（定例） 

審議案件なし 

令和 3年 

11 月 24 日 

（定例） 

第 22 号議案 市議会定例会提出議案（令和３年度福井市一般会計補正予算）

に同意することについて 

第 23 号議案 市議会定例会提出議案（事業契約の締結）に同意することにつ

いて 

令和 3年 

12 月 24 日 

（定例） 

第 24 号議案 殿下地区の小中学校再編に伴う中学校進学先の経過措置につい

て 

第 25 号議案 福井市社会教育委員の会議等に関する規則の一部改正について 

令和 4年 

1 月 31 日 

（定例） 

第 26 号議案 市議会定例会提出議案（福井市児童館条例の一部改正）に同意

することについて 

第 27 号議案 福井市学校教育方針（令和４年度～令和８年度）について 

令和 4年 

2 月 16 日 

（定例） 

第 28 号議案 市議会定例会提出議案（令和３年度福井市一般会計補正予算）

に同意することについて 

第 29 号議案 市議会定例会提出議案（令和４年度福井市一般会計予算）に同

意することについて 

第 30 号議案 第３期福井市教育振興基本計画の策定について 

令和 4年 

3 月 25 日 

（定例） 

第 31 号議案 福井市立学校管理規則の一部改正について 

第 32 号議案 福井市図書館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正

について 

第 33 号議案 福井市スポーツ推進委員の委嘱について 
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（４）教育委員の活動状況 

令和 3年 教育委員会事務局辞令交付式 吉川教育長 

 4 月  1 日 社会教育指導員委嘱状交付式 吉川教育長 

4 月  6 日 公民館館長委嘱状交付式 吉川教育長 

4 月 11 日 橋本左内先生生誕祭 吉川教育長 

4 月 20 日 東海北陸都市教育長協議会 第 1 回役員会 吉川教育長 

4 月 23 日 4 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

4 月 27 日 第 1 回市町教育長会議 吉川教育長 

 5 月 25 日 5 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

6 月  3 日 第 2 回市町教育長会議 吉川教育長 

6 月 23 日 不死鳥のねがい推進協議会総会 吉川教育長 

 6 月 30 日 6 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

 7 月  9 日 中核市教育長会 第 1 回総会 吉川教育長 

 7 月 26 日 第 1 回 社会教育委員の会議 吉川教育長 

 7 月 28 日 第 3 回市町教育長会議 吉川教育長 

7 月 30 日 7 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

8 月 19 日 8 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

9 月  1 日 第 4 回市町教育長会議 吉川教育長 

9 月 29 日 9 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

10 月  1 日 社会教育指導員委嘱状交付式 吉川教育長 

10 月  2 日 
福井県幼・小・中ＰＴＡ活動地区別研修会 

（オンライン開催） 
吉川教育長 

10 月 14 日 福井県青年館来訪 吉川教育長 

10 月 20 日 社会教育功労者表彰式 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

宮郷委員 

10 月 27 日 10 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

10 月 27 日 学校訪問（円山小学校） 木村委員 
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11 月  2 日 第 1 回福井市総合教育会議 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

11 月  3 日 和田地区祭り 吉川教育長 

11 月 10 日 学校訪問（和田小学校） 木村委員 

11 月 15 日 第 5 回市町教育長会議 吉川教育長 

11 月 16 日 学校訪問（鷹巣小中学校） 宮郷委員 

11 月 17 日 学校訪問（殿下小中学校） 木村委員 

11 月 17 日 学校訪問（成和中学校） 木村委員 

11 月 18 日 東海北陸都市教育長協議会 第 2 回役員会 吉川教育長 

11 月 18 日 学校訪問（森田小学校） 木村委員、宮郷委員 

11 月 18 日 学校訪問（春山小学校） 春木委員 

11 月 24 日 11 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

11 月 24 日 学校訪問（啓蒙小学校） 木村委員 

11 月 25 日 学校訪問（大東中学校） 宮郷委員 

11 月 30 日 市公連研究集会・館長主事合同研修会 吉川教育長 

12 月  1 日 学校訪問（清水東小学校） 宮郷委員 

12 月  2 日 
ふれあい文化子どもスクール ふれあいコ

ンサート 
春木委員、木村委員、多田委員 

12 月  3 日 
ふれあい文化子どもスクール ふれあいコ

ンサート 
宮郷委員 

12 月 10 日 学校訪問（灯明寺中学校） 宮郷委員 

12 月 11 日 福井市ＰＴＡ研究大会 吉川教育長 

12 月 14 日 学校訪問（藤島中学校） 春木委員 

12 月 15 日 学校訪問（羽生小学校） 宮郷委員 

12 月 24 日 12 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

12 月 24 日 第 2 回福井市総合教育会議 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

令和 4年 
三世代交流事始め 吉川教育長 

1 月  8 日 

1 月  9 日 成人式 吉川教育長 

1 月 10 日 市連婦 新年のつどい 吉川教育長 

1 月 19 日 社南公民館からの要望書受取 吉川教育長 
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1 月 27 日 全国都市教育長協議会 第 3 回理事会 吉川教育長 

1 月 28 日 中核市教育長会 第 2 回総会 吉川教育長 

1 月 31 日 1 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

 2 月  3 日 市ＰＴＡ連合会 市長・教育長と語る会 吉川教育長 

2 月  9 日 第 6 回市町教育長会議 吉川教育長 

2 月 16 日 2 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

3 月 24 日 第 2 回 社会教育委員の会議 吉川教育長 

3 月 25 日 3 月定例教育委員会 
吉川教育長、春木委員、木村委員 

多田委員、宮郷委員 

3 月 28 日 第 7 回市町教育長会議 吉川教育長 
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４ 令和３年度 各種審議会等審議状況 

 

各種審議会等一覧 

審議会等名称 所管所属 

（１）福井市学校不適応対策推進会議 学校教育課 

（２）福井市教育支援委員会 学校教育課 

（３）福井市結核対策委員会 保健給食課 

（４）福井市学校給食運営委員会 保健給食課 

（５）福井市社会教育委員の会議 生涯学習課 

（６）福井市少年愛護センター運営委員会 青少年課 

（７）福井市青少年問題協議会 青少年課 

（８）福井市スポーツ推進審議会 スポーツ課 

（９）福井市文化財保護委員会 文化財保護課 

（10）福井市文化奨励賞選考委員会 文化振興課 

（11）福井市図書館協議会 図書館・みどり図書館・桜木図書館 

（12）福井市自然史博物館運営協議会 自然史博物館 

（13）福井市美術館運営協議会 美術館 

（14）福井市立郷土歴史博物館運営協議会 郷土歴史博物館 

 

 

 

（１）福井市学校不適応対策推進会議（学校教育課） 
委員数 12 人 会議開催数 3 回 

年月日 

令和 3 年  8 月 24 日 

令和 4 年  1 月 20 日 

令和 4 年  3 月 16 日 

種 別 審議 

内 容 

件  名 

・福井市適応指導教室「チャレンジ教室」の活動全般に対する支援に

ついて 

・ライフパートナー事業について 

案件概要 

（1 回目） 

・チャレンジ教室の昨年度の状況、今年度の取組について審議した。 

・コロナ禍によるライフパートナー事業の在り方について審議した。 

（2 回目） 

・チャレンジ教室およびライフパートナーの状況、今後の取組につい

て審議した。 

（3 回目） 

・チャレンジ教室およびライフパートナーの今年度の取組とＩＣＴを

活用した支援について審議した。 

主な意見 

・チャレンジ教室に通室してくる中学 3 年生の進学意識が他通室生に

も好影響を与えた。 

・親の会や懇談会への参加が少ないので、オープンスクール的な参観

や相談を計画できるとよいのではないか。 
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（２）福井市教育支援委員会（学校教育課） 
委員数 37 人 会議開催数 11 回 

年月日 

令和 3 年  4 月 20 日 

令和 3 年  5 月 20 日 

令和 3 年  7 月 28 日 

令和 3 年  7 月 30 日 

令和 3 年  8 月 17 日 

令和 3 年  8 月 18 日 

令和 3 年  9 月 29 日 

令和 3 年  9 月 30 日 

令和 3 年 12 月  9 日 

令和 4 年  2 月 17 日 

令和 4 年  2 月 18 日 

種 別 審議 

内 容 

件  名 

・教育支援委員会において、子どもたちの支援の方向性や、のぞまし

い学びの場として就学先の検討をする。 

・就学相談会の実施（コロナ感染予防から相談会は中止。園において

個別相談を実施。） 

案件概要 

・福井市が委嘱した教育支援委員が、園や小中学校において、調査を

行う。 

・本人の教育的ニーズ、障害の状態、本人・保護者の意見、教育学、

医学、心理学等専門的見地からの意見、学校や地域の状況等を踏ま

えた総合的な観点から就学先について情報提供を行う。就学先決定

時のみならず、その後の一貫した支援についても助言を行う。 

主な意見 

・新型コロナ感染症予防のために相談会を中止したため、やり方は変

更したものの、例年通り個別訪問において、保護者に情報提供を行

い、子どもたちの実態把握を行うことができた。合意形成を図るこ

とができた。 

 

 

 

（３）福井市結核対策委員会（保健給食課） 
委員数 7 人 会議開催数 1 回 

年月日 令和 3 年  6 月 23 日 種 別 審議 

内 容 

件  名 （1）結核検診実施状況について 

案件概要 
・令和 2 年度結核精密検査受診状況の報告 

・令和 3 年度結核検診実施状況、精密検査対象者の報告 

主な意見 ・特になし 

件  名 （2）結核検診における要検討者について 

案件概要 ・結核の家族歴がある児童生徒 7 名について、精密検査の要否を検討 

結  果 ・7 名全員精密検査は不要。 
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（４）福井市学校給食運営委員会（保健給食課） 
委員数 14 人 会議開催数 2 回 

年月日 令和 3 年  7 月 26 日 種 別 審議・報告 

内 容 

件  名 （1）学校給食の実施について 

案件概要 ・令和 3 年度の学校給食の実施、運営体制についての報告 

主な意見 ・給食事故についてデータはあるか、データの提示を求める 

件  名 （2）社北小学校の調理業務委託について 

案件概要 ・社北小学校調理業務委託の経緯について説明 

主な意見 ・民間委託業者によるレベル維持のため、市の指導をお願いしたい 

その他 

主な意見 

（1）新学校給食センターについて 

・おいしい給食の追求と安全の担保のため食材の確認等、市の関与も

必要 

・栄養教諭の配置基準について、県へ要請してほしい 

・事故発生時の対応等のリスク管理に努めてほしい 

年月日 令和 3 年 11 月 22 日 種 別 報告 

内 容 

件  名 （1）福井市新学校給食センター整備運営事業契約の締結について 

案件概要 ・福井市新学校給食センター整備運営事業契約の締結について 

主な意見 

・学校給食の方向性について、不安な保護者もいるので情報開示して

ほしい 

・ＰＦＩ事業が失敗にならないよう、日常運営体制の管理は事業者任

せとせず、市できちんと行ってほしい 

・食育推進支援についても、事業者がきちんと対応できるよう確認し

てほしい 

 

 

 

（５）福井市社会教育委員の会議（生涯学習課） 
委員数 16 人 会議開催数 2 回 

年月日 

（第 1回） 

令和 3 年  7 月 26 日 

（第 2回） 

令和 4 年  3 月 24 日 

種 別 諮問 

内 容 

件  名 

（第 1回） 

令和 4年度成人式の開催について 

※第 2回は報告事項のみ 

案件概要 
（第 1回） 

開催時期、開催基準、予備日設定 

主な意見 
（第 1回） 

次年度以降の開催時期の検討 
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（６）福井市少年愛護センター運営委員会（青少年課） 
委員数 15 人 会議開催数 1 回 

年月日 令和 3 年  8 月  4 日 種 別 審議 

内 容 

件  名 （1）委員長・副委員長の選任について 

案件概要 
・「福井市少年愛護センター設置条例施行規則第3条第1項」の規定に

より、委員長及び副委員長を互選によって定める。 

結  果 ・委員長に光野稔委員、副委員長に小川晶裕委員を選任 

件  名 （2）市愛護センターの概要・事業内容について 

案件概要 
・令和 2 年度事業報告、3 年度事業計画(案)、補導・相談・環境浄

化・広報啓発活動の状況について説明 

結  果 ・承認 

件  名 （3）各関係機関・団体の取組について 

案件概要 情報（意見）交換 

主な意見 

・昨年からのコロナの影響により学校と連携した見守り活動はできて

いないが、学校との連携を深めていく必要があるため、連携の方法

を工夫し行っていきたい。 

・最近は生徒の行動パターンが変化しており、外でたむろしていた時

代からネット内でのやりとりをするようになってきている。 

・学校ではＳＮＳ等ネットに関するトラブルが話題となることが多

い。自殺サイトや大麻情報なども気になっている。 

・最近、スマートフォンやインターネットが普及しており、凄く利便

性がある一方、いろいろな犯罪に使われるというリスクが増えてい

る。その危険性を十分理解することが必要である。 
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（７）福井市青少年問題協議会（青少年課） 
委員数 12 人 会議開催数 1 回 

年月日 令和 3 年  8 月 24 日 種 別 協議 

内 容 

件  名 ・副会長の選任について 

案件概要 
・「福井市青少年問題協議会規則第3条第1項」の規定により、副会長

を互選によって定める。 

結  果 ・副会長に安本桂樹委員を選任 

件  名 ・コロナ禍が子どもの成長に与えた影響について 

案件概要 
・事務局の説明（パワーポイント）を受け、コロナ禍での子どもたち

の様子、各関係機関・団体の取組について意見交換 

主な意見 

・コロナの影響でラジオ体操や夜回り駅伝（「火の用心」や「戸締ま

りをしよう」などの声掛け）ができなくなっている。 

・コロナ禍において、地域でもなかなか集まる機会がない状況である

が、すべて中止にすることは良くないと思っている。感染対策をし

っかりと行い、地域の活動に参加することで、やりがいや満足感な

どを感じると思う。 

・性被害の低年齢化を一番心配している。性被害を防止するには、発

達段階に応じた閲覧サイトの制限を行うことが重要であると考え

る。 

・どの家庭の親も、子どものゲームの使用時間が増えていると言って

いる。 

・子どもたちが、外に出ないでゲームを長時間することで、目が悪く

なったり、食べ過ぎて太るなど気になることが多くなっている。 

・学校の取組の中で「スマートルール」を作っているが、子どもたち

に「なぜルールを守らなければならないのか」をしっかりと説明し

ないと意味がない。 

・学校においても行事の中止や縮小が続いている。 

・学校生活の中で期待することや楽しみは、他の仲間と活動すること

なので、そういった場面が少なくなっていることが残念である。 

・学校行事を楽しみにしている生徒もおり、勉強以外の活動の場で自

己肯定感や達成感をあじわい成長していく子も少なくないため、学

校としてやり方を工夫したり、安全確保しながらできないか検討し

ている。 

 

 

 

（８）福井市スポーツ推進審議会（スポーツ課） 
委員数 14 人 会議開催数 1 回 

年月日 令和 4 年  1 月 25 日 種 別 報告 

内 容 

件  名 ・福井市スポーツ推進計画【改訂版】について 

案件概要 ・福井市スポーツ推進計画【改訂版】の成果指標の進捗報告等 

主な意見 

・成果指標の週 1 回以上運動やスポーツをする成人の割合を増やすた

めに、高齢の方はリハビリや運動療法など、若い世代は心拍数をあ

げる行動をした場合などを含めるとよいのではないか。 

・冬場の体育館は寒いため、利用者が減る。寒さ対策ができると、冬

場もいろいろな方に参加していただける。 
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（９）福井市文化財保護委員会（文化財保護課） 
委員数 10 人 会議開催数 1 回 

年月日 令和 3 年 11 月 12 日 種 別 審議 

内 容 

件  名 ・市指定文化財 在田 2号墳の指定解除について 

案件概要 

・市指定文化財 在田 2 号墳の墳丘の一部が崩落し、更に尾根斜面崩

壊の危険により、土砂災害防止等を進める必要があるため、指定解

除について審議。 

主な意見 

・土砂災害防止等の工事により、古墳を崩す必要がある場合は、墳丘

や石室等の詳細な発掘調査等を行い、古墳の築造過程や遺物の出土

状況等の記録保存を図ること。 

 

 

 

（10）福井市文化奨励賞選考委員会（文化振興課） 
委員数 7 人 会議開催数 1 回 

年月日 令和 3 年 9 月 29 日 種 別 選考 

内 容 

件  名 福井市文化奨励賞選考委員会 

案件概要 
文化・芸術等の分野において、優れた実績をあげた個人または団体で 

福井市文化奨励賞の対象となるものの選定のための審査 
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（11）福井市図書館協議会（図書館・みどり図書館・桜木図書館） 
委員数 9 人 会議開催数 2 回 

年月日 

（1 回目） 

令和 3 年 8 月 26 日 

（2 回目） 

令和 4 年 3 月書面開催 

種 別 協議・報告 

内 容 

件  名 

（1 回目） 

・図書館の利用状況及び行事報告等（上半期）について 

・市立図書館のリニューアル後の利活用に関するパブリック・コメン

ト募集の結果について 

・市立図書館休館期間中のサービスについて 

（2 回目） 

・図書館の利用状況及び行事報告（下半期）について 

・新年度の予算及び行事予定について 

・市立図書館リニューアル事業について 

・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い中止・延期した行事 

案件概要 

（1 回目） 

・6 月 25 日から 7 月 14 日までの間に実施した「福井市立図書館のリ

ニューアル後の利活用」に関するパブリック・コメント募集の結果 

・市立図書館のリニューアルに伴う休館中に実施予定の代替サービス

等について 

（2 回目） 

・令和 4 年度当初予算で予定している主な事業（みどり図書館第 2 駐

車場の拡張、この本いいネ！プロジェクト） 

・市立図書館リニューアル事業の進捗状況及び休館中の代替窓口とし

て開設する「田原町ミニ図書館」について 

主な意見 

（1 回目） 

・行事について、小学校や保育園での読み聞かせ活動は、コロナ禍

で、ボランティアによる活動は実施しづらい状況にある。そのよう

な中で司書に活動してもらっていることは大変良いと思う。 

・市立図書館のリニューアル後の開館日、開館時間について、現在の

内容にある程度満足しているので、延長や拡大をするよりも質を重

視してほしい。 

（2 回目） 

・市立図書館リニューアル事業について、図面からは、緑地面積が少

ないと感じる。延床面積や駐車台数を増やすことと両立は難しいと

思うが、緑地を増やすことを検討してほしい。 

・新型コロナウイルス感染症の影響で中止した行事は、乳児・幼児向

けの定例行事が多い。この時期が重要な発達段階であることを考え

ると、こうした機会がなくなる意味は大きいので、配信により実施

する等、代替措置の検討を求める。 
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（12）福井市自然史博物館運営協議会（自然史博物館） 
委員数 10 人 会議開催数 2 回 

年月日 令和 3 年  8 月  6 日 種 別 審議 

内 容 

件  名 （1）自然史博物館について 

案件概要 

・令和 2 年度事業報告 

利用状況（休館）、企画展や自然史講座の開催状況、収蔵資料の状

況、研究報告や博物館だより等の発刊、広報等の活動、決算状況の

報告 

・令和 3 年度事業経過報告 

企画展、自然史講座等の開催状況及び今後の予定の報告 

主な意見 

・標本の名前を調べようなどは毎年かなり密になって大変な状態にな

っている。それを新しい方法でやっていただけるという報告を聞い

てひと安心した。 

件  名 （2）セーレンプラネット（分館）について 

案件概要 

・令和 2 年度事業報告 

利用状況（休館）、特別展、企画展等展示業務、ドーム映像業務、

自主事業等の実施状況、学習投映の実施状況、広報活動状況、収支

決算状況の報告 

・令和 3 年度事業経過報告 

特別展、企画展の開催状況、ドーム映像業務の実施状況、イベント

等の開催状況及び今後の予定の報告 

主な意見 ・なし 

件  名 （3）その他 

案件概要 
・令和 3 年福井市文化奨励賞候補者の推薦について依頼 

・学芸員（植物担当）の退職と来年度の募集について報告 

主な意見 ・なし 

年月日 令和 4 年  2 月 10 日 種 別 審議 

内 容 

件  名 （1）自然史博物館について 

案件概要 

・令和 3 年度事業経過報告 

企画展等事業実施状況の報告 

・令和 4 年度事業計画 

 特別展等開催予定、自然史講座等の開催予定の報告及び令和 4 年度

予算の説明 

件  名 （2）セーレンプラネット（分館）について 

案件概要 

・令和 3 年度事業経過報告 

特別展等開催状況、ドーム映像業務の実施状況、イベント等の開催

状況の報告 

・令和 4 年度事業計画 

特別展等開催予定、ドーム映像業務の実施予定、イベント等の実施

予定の報告 

主な意見 

（書面による開催のため、全体の意見として） 

・コロナ禍の中、工夫して活動に取り組まれている。 

・コロナ禍にもかかわらず、イベント参加者が定員に達している。魅

力ある企画運営だと思う。 
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（13）福井市美術館運営協議会（美術館） 
委員数 8 人 会議開催数 2 回 

年月日 
令和 3 年 10 月 15 日 

令和 4 年  3 月 25 日 
種 別 審議 

内 容 

件  名 ・美術館の運営について 

案件概要 

① 事業報告について 

② 令和 3年度の外部点検結果に基づく対応について 

③ ホームページデザインについて 

主な意見 

① コロナ禍であっても、企画展 4 つとその他のイベントも開催出

来、今後も継続して運営して欲しい。 

② 美術館に行けば楽しいことがある、学べるなど、どの世代が行っ

ても、そこに行くだけで心が和むような活動を続けてもらいた

い。 

③ 他の美術館等でも、お洒落で、見やすいホームページがあるの

で、それを参考に、福井市美術館のホームページも変えていって

欲しい。 

 

 

 

（14）福井市立郷土歴史博物館運営協議会（郷土歴史博物館） 
委員数 8 人 会議開催数 2 回 

年月日 

（1 回目） 

令和 3 年  8 月 26 日 

（2 回目） 

令和 4年 3月書面開催 

種 別 諮問 

内 容 

件  名 郷土歴史博物館の運営について 

案件概要 

（1 回目） 

・令和 2 年度寄贈・寄託資料について諮問 

・令和 3 年度の事業について諮問 

（2 回目） 

・令和 3 年度下半期の事業について諮問 

・令和 4 年度及び今後の事業予定について諮問 

主な意見 

・運営協議会に、博物館利用者像の分析と博物館側の運営へのビジョ

ンの提示がほしい。 

・博物館のミッションを達成するために、学芸員の能力を発揮できる

環境の整備に努めてほしい。 

・今年の夏休みは各博物館美術館の体験学習等への子どもたちの参加

数が多かったことから、その対応を十分にしてほしい 
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関

し
て

(
総

)
…

第
七

次
福

井
市

総
合

計
画

成
果

指
標

(
基

)
…

教
育

振
興

基
本

計
画

成
果

指
標

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
２

）
 
家

庭
・

地
域

・
学

校
協

議
会

の
開

催

学
校

教
育

課

　
今

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

直
接

会
議

を
開

く
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

。
し

か
し

、
地

域
の

声
を

学
校

教
育

に
取

り
入

れ
る

機
会

を
確

保
す

る
た

め
、

書
面

に
て

や
り

と
り

し
た

り
、

会
の

実
施

時
期

を
例

年
と

は
ず

ら
し

て
実

施
す

る
な

ど
、

社
会

に
開

か
れ

た
教

育
課

程
の

実
現

に
つ

と
め

ま
し

た
。

設
定

な
し

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
目

標
（

上
段

）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

学
校

教
育

課

　
子

ど
も

た
ち

の
未

来
を

切
り

拓
く

力
を

養
い

、
教

育
実

践
の

質
を

高
め

て
い

く
た

め
に

以
下

の
よ

う
な

視
点

か
ら

、
一

覧
表

を
も

と
に

、
こ

れ
か

ら
の

地
域

と
の

取
組

を
吟

味
・

精
選

し
ま

し
た

。
①

地
域

と
関

わ
る

取
組

一
覧

表
を

発
信

し
、

目
指

す
子

ど
も

の
姿

を
家

庭
や

地
域

と
共

有
し

な
が

ら
連

携
を

深
め

、
地

域
と

と
も

に
あ

る
学

校
づ

く
り

を
一

層
進

め
て

い
く

。
②

地
域

と
関

わ
る

取
組

一
覧

表
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
、

教
育

の
目

的
や

目
標

の
実

現
に

向
け

た
教

育
活

動
を

教
科

等
横

断
的

な
視

点
で

組
み

立
て

て
い

く
。

設
定

な
し

具
体

的
な

取
組

（
１

）
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

（
２

）
家

庭
・

地
域

・
学

校
協

議
会

の
設

置
と

活
用

（
３

）
教

育
ウ

ィ
ー

ク
の

推
進

（
４

）
地

域
活

動
へ

の
子

ど
も

た
ち

の
積

極
的

な
参

加
の

推
進

（
５

）
福

井
の

学
校

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
検

討

　
こ

こ
で

は
、

教
育

委
員

会
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
管

理
及

び
執

行
の

状
況

に
つ

い
て

実
施

し
た

点
検

及
び

評
価

を
掲

載
し

ま
す

。
　

方
針

９
及

び
１

０
は

市
長

部
局

が
所

管
す

る
取

組
で

す
が

、
教

育
振

興
基

本
計

画
の

進
捗

管
理

も
兼

ね
る

た
め

、
参

考
と

し
て

掲
載

し
て

い
ま

す
。

方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

未
来

に
つ

な
ぐ

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
の

推
進
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成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
目

標
（

上
段

）
と

実
績

（
下

段
）

目
標

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

実
績

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）

全
市

一
斉

の
実

施
な

し
全

市
一

斉
の

実
施

な
し

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

0
%

0
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
４

）

地
域

活
動

へ
の

子
ど

も
た

ち
の

積
極

的
な

参
加

の
推

進

学
校

教
育

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
地

域
で

行
わ

れ
る

行
事

や
学

校
で

地
域

の
方

と
一

緒
に

行
う

活
動

を
こ

れ
ま

で
と

同
じ

よ
う

な
形

で
行

う
こ

と
が

難
し

い
状

況
で

し
た

。
し

か
し

、
実

施
時

期
を

変
更

し
た

り
、

一
度

に
参

加
す

る
人

数
を

調
整

し
た

り
、

広
い

場
所

で
行

う
よ

う
す

る
等

感
染

症
対

策
を

行
っ

た
上

で
地

域
と

の
つ

な
が

り
が

途
切

れ
な

い
よ

う
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

設
定

な
し

（
５

）

福
井

の
学

校
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

学
校

教
育

課

　
令

和
2
年

5
月

に
福

井
市

学
校

規
模

適
正

化
検

討
委

員
会

か
ら

の
答

申
を

受
け

、
適

正
化

の
提

言
の

対
象

と
な

っ
た

地
区

の
代

表
者

を
対

象
に

、
全

地
区

で
答

申
説

明
会

を
開

催
し

ま
し

た
。

ま
た

、
各

地
区

に
お

い
て

保
護

者
や

地
区

住
民

を
対

象
と

し
た

意
見

交
換

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

今
後

も
丁

寧
に

保
護

者
や

地
域

の
意

見
を

聞
い

て
ま

い
り

ま
す

。

設
定

な
し

（
３

）
 
 
教

育
ウ

ィ
ー

ク
開

催

学
校

教
育

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
全

小
中

学
校

で
共

通
し

て
行

う
「

教
育

ウ
ィ

ー
ク

」
は

開
催

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
し

か
し

、
各

学
校

の
状

況
に

合
わ

せ
て

、
場

所
や

人
数

を
分

け
て

公
開

し
た

り
、

学
校

か
ら

の
お

便
り

や
Ｈ

Ｐ
、

動
画

等
で

発
信

す
る

機
会

を
増

や
し

た
り

す
る

等
の

工
夫

を
し

て
、

教
育

活
動

を
地

域
に

公
開

し
ま

し
た

。

(
基

)
教

育
ウ

ィ
ー

ク
の

開
催

学
校

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
小

中
学

校
（

１
週

間
）
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1 2
 

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

5
回

5
回

6
回

6
回

6
回

実
績

5
回

6
回

5
回

2
回

3
回

達
成

度
1
0
0
%

1
2
0
%

8
3
%

3
3
%

5
0
%

目
標

3
回

3
回

1
2
回

1
2
回

1
2
回

実
績

3
回

1
2
回

1
2
回

1
5
回

1
5
回

達
成

度
1
0
0
%

4
0
0
%

1
0
0
%

1
2
5
%

1
2
5
%

方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

学
力

充
実

の
た

め
の

教
育

活
動

具
体

的
な

取
組

（
１

）
福

井
市

学
力

・
学

習
状

況
調

査
研

究
委

員
会

の
設

置

（
２

）
積

極
的

な
授

業
公

開
と

研
究

会
の

実
施

（
３

）
読

書
活

動
の

推
進

（
１

）

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
研

究
委

員
会

の
開

催

学
校

教
育

課

　
今

年
度

は
5
月

末
に

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

（
国

語
、

算
数

・
数

学
、

理
科

の
3
教

科
と

質
問

紙
）

を
実

施
し

ま
し

た
。

全
て

の
教

科
で

国
の

平
均

を
上

回
る

結
果

と
な

り
ま

し
た

。
各

教
科

の
課

題
や

質
問

紙
に

つ
い

て
の

分
析

結
果

を
学

習
指

導
等

の
改

善
に

活
用

し
て

も
ら

う
よ

う
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

に
ま

と
め

各
学

校
に

送
付

し
ま

し
た

。

設
定

な
し

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
目

標
（

上
段

）
と

実
績

（
下

段
）

　
他

校
（

園
を

含
む

）
へ

の
授

業
公

開
や

出
前

授
業

の
実

践
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

令
和

2
年

度
に

引
き

続
き

、
実

施
が

難
し

い
状

況
で

し
た

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
年

2
回

の
指

導
主

事
訪

問
は

実
施

し
、

当
日

は
中

学
校

区
内

で
の

授
業

公
開

を
再

開
し

ま
し

た
。

他
校

（
園

を
含

む
）

へ
の

授
業

公
開

や
出

前
授

業
の

実
践

（
全

小
中

学
校

１
校

当
た

り
回

数
）

研
究

会
の

実
施

学
校

教
育

課

　
各

中
学

校
区

で
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

児
童

生
徒

の
交

流
は

ほ
と

ん
ど

実
施

で
き

ま
せ

ん
で

た
が

、
教

職
員

の
研

究
会

・
研

修
会

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
シ

ス
テ

ム
等

を
活

用
し

て
、

で
き

る
範

囲
で

何
が

で
き

る
か

を
積

極
的

に
協

議
し

ま
し

た
。

中
学

校
区

単
位

で
の

研
究

会
・

研
修

会
（

全
小

中
学

校
１

校
当

た
り

回
数

）

（
２

）

授
業

公
開

の
実

施
学

校
教

育
課
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目
標

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

実
績

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
8
8
.
0
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
9
7
.
0
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
 
1
0
0
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
 
1
0
0
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
 
1
0
0
%

実
績

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
9
3
.
4
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
9
8
.
7
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
 
1
0
0
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
 
1
0
0
%

小
学

校
 
1
0
0
%

中
学

校
 
1
0
0
%

達
成

度
1
0
6
.
1
%

1
0
1
.
7
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

（
３

）

（
３

）

学
校

司
書

の
配

置
学

校
教

育
課

　
全

小
中

学
校

に
学

校
司

書
を

配
置

し
、

読
書

の
環

境
づ

く
り

や
児

童
生

徒
の

読
書

推
進

に
努

め
、

学
校

図
書

館
の

一
層

の
充

実
を

図
り

ま
し

た
。

ま
た

、
学

校
司

書
を

対
象

に
し

た
研

修
を

定
期

的
に

行
い

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
り

ま
し

た
。

(
基

)
学

校
司

書
が

配
置

さ
れ

て
い

る
学

校
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
小

中
学

校

学
校

図
書

整
備

事
業

学
校

教
育

課

　
文

部
科

学
省

が
定

め
る

「
学

校
図

書
館

図
書

標
準

」
の

蔵
書

冊
数

に
達

す
る

よ
う

、
図

書
の

整
備

を
行

い
ま

し
た

。
小

、
中

学
校

と
も

に
市

全
体

と
し

て
は

、
学

校
図

書
館

図
書

標
準

が
1
0
0
%
を

達
成

し
ま

し
た

。
今

後
は

、
変

動
す

る
学

級
数

に
応

じ
て

、
継

続
的

・
計

画
的

に
整

備
を

行
い

、
基

準
冊

数
の

維
持

に
努

め
ま

す
。

小
中

学
校

の
学

校
図

書
館

図
書

標
準
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1 3
 

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
１

）
道

徳
教

育
の

推
進

学
校

教
育

課

　
学

校
訪

問
で

は
道

徳
の

研
究

授
業

を
行

う
学

校
が

多
く

あ
り

、
適

切
な

助
言

等
で

道
徳

授
業

に
対

す
る

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
各

校
種

に
お

い
て

、
優

れ
た

授
業

実
践

が
増

え
て

き
ま

し
た

。
　

ま
た

、
4
つ

の
小

中
学

校
が

「
親

子
で

学
ぶ

道
徳

講
座

」
を

実
施

し
、

家
庭

も
巻

き
込

ん
だ

道
徳

教
育

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

設
定

な
し

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

豊
か

な
心

の
教

育
の

推
進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
道

徳
教

育
の

推
進

（
２

）
人

権
教

育
の

推
進

（
３

）
道

徳
的

実
践

の
場

と
し

て
の

体
験

活
動

の
充

実

（
４

）
芸

術
・

文
化

体
験

の
充

実

（
５

）
環

境
教

育
の

推
進

（
３

）

道
徳

的
実

践
の

場
と

し
て

の
体

験
活

動
の

充
実

学
校

教
育

課

　
各

学
校

で
、

人
や

自
然

と
ふ

れ
あ

い
な

が
ら

豊
か

な
心

を
育

て
る

場
と

し
て

、
集

団
宿

泊
体

験
学

習
や

田
植

え
、

稲
刈

り
等

の
自

然
体

験
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

。
子

ど
も

た
ち

が
体

験
活

動
を

通
し

て
、

仲
間

や
地

域
の

方
々

と
交

流
す

る
場

面
が

見
ら

れ
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
２

）
人

権
教

育
の

推
進

学
校

教
育

課

　
い

じ
め

や
差

別
の

な
い

学
校

に
す

る
た

め
に

、
各

学
校

に
対

し
年

度
初

め
に

人
権

教
育

推
進

計
画

の
作

成
を

依
頼

し
、

正
し

い
人

権
感

覚
を

身
に

付
け

、
思

い
や

り
の

心
を

持
っ

て
行

動
で

き
る

児
童

生
徒

を
育

て
る

人
権

教
育

を
計

画
的

に
取

り
組

む
よ

う
呼

び
か

け
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

設
定

な
し
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目
標

7
日

間
7
日

間
7
日

間
７

日
間

7
日

間

実
績

7
日

間
7
日

間
7
日

間
0
日

間
0
日

間

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

0
%

0
%

目
標

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

実
績

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

全
幼

小
中

学
校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

（
５

）
環

境
教

育
の

推
進

学
校

教
育

課

　
全

幼
小

中
学

校
で

「
Ｅ

Ｓ
Ｄ

（
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

教
育

）
」

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
「

福
井

市
環

境
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

各
学

校
で

は
、

年
度

始
め

に
作

成
し

た
「

実
施

計
画

」
に

基
づ

い
て

、
目

標
達

成
に

向
け

て
取

組
内

容
を

見
直

し
な

が
ら

実
践

を
進

め
ま

し
た

。
訪

問
し

た
学

校
で

は
、

授
業

、
清

掃
、

委
員

会
等

の
様

々
な

場
面

で
子

ど
も

の
環

境
学

習
に

取
り

組
む

姿
が

見
ら

れ
ま

し
た

。
年

度
末

に
は

各
学

校
が

取
組

を
「

実
施

報
告

書
」

に
ま

と
め

ま
し

た
。

　
来

年
度

も
引

き
続

き
、

各
学

校
に

お
い

て
 
環

境
学

習
に

取
り

組
み

、
持

続
可

能
な

社
会

の
創

り
手

と
し

て
考

え
行

動
で

き
る

子
ど

も
の

育
成

に
つ

な
げ

ま
す

。

(
基

)
福

井
市

環
境

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

取
組

学
校

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
幼

小
中

学
校

（
４

）
芸

術
・

文
化

体
験

の
充

実
学

校
教

育
課

　
令

和
3
年

度
も

、
令

和
2
年

度
に

続
き

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

国
際

交
流

作
品

展
は

中
止

と
し

ま
し

た
。

　
し

か
し

、
そ

の
代

替
と

し
て

、
Ｗ

Ｅ
Ｂ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
使

い
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

安
居

中
学

校
と

中
国

浙
江

省
の

学
校

を
つ

な
ぎ

、
国

際
交

流
を

行
い

ま
し

た
。

(
基

)
国

際
交

流
作

品
展

の
開

催
日

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

7
日

間
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1 4
 

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

実
績

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

全
小

学
校

実
績

大
雪

の
た

め
中

止
全

小
学

校
全

小
学

校
感

染
症

対
策

の
た

め
中

止
感

染
症

対
策

の
た

め
中

止

達
成

度
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

0
%

0
%

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
１

）
小

学
校

と
の

連
携

の
強

化
学

校
教

育
課

　
接

続
推

進
計

画
に

よ
る

連
携

交
流

の
3
回

の
う

ち
の

1
回

を
、

校
区

の
園

小
関

係
職

員
が

集
ま

っ
て

い
る

小
学

校
と

、
学

校
教

育
課

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
つ

な
ぎ

、
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

あ
っ

て
も

、
園

小
の

円
滑

な
接

続
と

い
う

目
的

の
た

め
の

取
組

に
つ

い
て

研
修

す
る

機
会

を
設

け
、

目
的

を
共

有
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

(
基

)
保

幼
小

接
続

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
実

施
校

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
小

学
校

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

幼
児

教
育

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
小

学
校

と
の

連
携

の
強

化

（
２

）
保

護
者

へ
の

支
援

（
３

）
わ

く
わ

く
交

流
デ

ー
の

充
実

（
４

）
交

流
活

動
の

推
進

（
５

）
認

定
こ

ど
も

園
へ

の
移

行
の

推
進

（
３

）
わ

く
わ

く
交

流
デ

ー
の

充
実

学
校

教
育

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
市

内
一

斉
に

行
う

新
1
年

生
の

小
学

校
1
日

体
験

「
わ

く
わ

く
交

流
デ

ー
」

は
中

止
と

し
ま

し
た

。
し

か
し

、
新

1
年

生
の

小
学

校
へ

の
円

滑
な

接
続

の
た

め
の

取
組

を
各

小
学

校
区

の
園

と
小

学
校

が
協

議
し

、
全

小
学

校
区

で
新

1
年

生
を

迎
え

る
取

組
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

(
基

)
わ

く
わ

く
交

流
デ

ー
の

開
催

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
小

学
校

（
２

）
保

護
者

へ
の

支
援

学
校

教
育

課

　
園

で
の

子
ど

も
の

様
子

を
、

ミ
ニ

お
便

り
や

玄
関

掲
示

等
で

タ
イ

ム
リ

ー
に

伝
え

る
よ

う
に

心
が

け
、

子
ど

も
の

成
長

を
実

感
し

お
子

さ
ん

を
安

心
し

て
園

に
預

け
て

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

公
民

館
と

連
携

し
た

子
育

て
広

場
の

開
催

は
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

設
定

な
し
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目
標

夏
秋

と
も

延
べ

3
回

夏
秋

と
も

延
べ

3
回

夏
秋

と
も

延
べ

3
回

年
間

を
通

し
て

３
回

夏
秋

と
も

延
べ

3
回

実
績

夏
秋

と
も

延
べ

3
回

年
間

を
通

し
て

6
回

年
間

を
通

し
て

6
回

年
間

を
通

し
て

３
回

年
間

を
通

し
て

３
回

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

3
3
%

3
3
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
５

）
認

定
こ

ど
も

園
へ

の
移

行
の

推
進

学
校

教
育

課

　
平

成
2
8
年

度
か

ら
、

同
地

区
に

あ
る

公
立

幼
稚

園
と

公
立

保
育

園
を

統
合

し
て

認
定

こ
ど

も
園

へ
の

移
行

を
進

め
て

き
て

お
り

、
令

和
2
年

度
は

、
美

山
啓

明
幼

稚
園

と
み

や
ま

保
育

園
が

統
合

し
て

こ
ど

も
園

と
な

り
、

市
内

の
公

立
認

定
こ

ど
も

園
が

8
園

と
な

り
ま

し
た

。
　

元
公

立
幼

稚
園

の
職

員
が

公
立

認
定

こ
ど

も
園

に
異

動
し

、
元

保
育

園
職

員
と

協
働

し
て

保
育

園
と

幼
稚

園
の

両
方

の
機

能
を

も
つ

認
定

こ
ど

も
園

と
し

て
の

よ
り

よ
い

教
育

・
保

育
の

実
現

に
努

め
て

い
ま

す
。

設
定

な
し

（
４

）
交

流
活

動
の

推
進

学
校

教
育

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
公

立
こ

ど
も

園
と

公
立

幼
稚

園
が

合
同

で
行

う
「

交
流

保
育

」
は

実
施

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

複
数

の
公

立
幼

稚
園

で
行

う
「

な
か

よ
し

交
流

保
育

」
に

つ
い

て
は

、
時

期
の

調
整

や
感

染
症

対
策

を
行

っ
た

上
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
交

流
当

日
の

経
験

が
、

そ
の

後
の

各
園

で
の

遊
び

に
も

つ
な

が
る

こ
と

で
、

普
段

の
遊

び
も

よ
り

充
実

し
ま

し
た

。
令

和
4
年

度
は

1
園

の
み

の
開

園
と

な
る

の
で

、
公

立
こ

ど
も

園
と

の
交

流
を

実
施

で
き

る
よ

う
努

め
ま

す
。

(
基

)
夏

と
秋

の
交

流
保

育
の

開
催

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

夏
秋

と
も

延
べ

3
回
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1 5
 

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

年
8
回

年
8
回

年
8
回

年
7
回

年
7
回

実
績

年
8
回

年
8
回

年
8
回

分
散

し
、

年
1
1
回

分
散

し
、

年
1
3
回

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

7
8
人

8
3
人

8
4
人

8
4
人

8
4
人

実
績

8
3
人

8
4
人

8
5
人

8
5
人

8
5
人

達
成

度
1
0
6
.
4
%

1
0
1
.
2
%

1
0
1
.
2
%

1
0
1
.
2
%

1
0
1
.
2
%

目
標

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

実
績

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
１

）
就

学
相

談
の

充
実

学
校

教
育

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
就

学
相

談
会

、
既

就
学

相
談

会
は

中
止

し
ま

し
た

。
全

て
の

調
査

・
相

談
は

個
別

に
対

応
し

ま
し

た
。

ま
た

、
就

学
判

断

を
協

議
す

る
教

育
支

援
委

員
会

※
を

2
グ

ル
ー

プ
に

分
け

、
計

1
1
回

開
催

し
ま

し
た

。
次

年
度

の
就

学
相

談
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

た
め

、
判

断
部

会
（

5
月

1
3
日

）
、

就
学

指
導

・
啓

発
部

会
（

1
1
月

4
日

）
を

開
催

し
ま

し
た

。

(
基

)
教

育
支

援
委

員
会

の
開

催
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

年
7
回

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

特
別

支
援

教
育

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
就

学
相

談
の

充
実

（
２

）
個

に
応

じ
た

支
援

体
制

の
充

実

（
３

）
一

貫
性

の
あ

る
支

援
体

制
の

整
備

（
４

）
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
研

修
の

実
施

（
５

）
交

流
活

動
の

推
進

（
３

）
一

貫
性

の
あ

る
支

援
体

制
の

整
備

学
校

教
育

課

　
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
※
を

、
全

小
中

学
校

に
配

置
し

ま
し

た
。

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

会
（

年
間

3
回

開
催

の
う

ち
4
月

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
中

止
、

2
回

は
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）
に

お
い

て
、

各
園

、
各

小
中

学
校

に
資

料
を

送
付

し
移

行
支

援
に

つ
い

て
依

頼
し

た
り

、
対

面
に

よ
る

会
は

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

地
域

の
園

小
中

の
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
会

議
に

お
い

て
、

情
報

共
有

を
図

る
場

を
設

け
ま

し
た

。
ま

た
、

特
別

支
援

教
育

専
門

委
員

会
※
を

開
催

し
、

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

会
の

今
後

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
ま

し
た

。

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置

（
２

）
い

き
い

き
サ

ポ
ー

タ
ー

配
置

事
業

学
校

教
育

課

　
い

き
い

き
サ

ポ
ー

タ
ー

※
を

8
5
名

配
置

し
、

通
常

学
級

で
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
た

ち
へ

の
支

援
の

充
実

を
図

り
ま

し
た

。

(
総

)
(
基

)
い

き
い

き
サ

ポ
ー

タ
ー

の
配

置
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

年
6
9

人
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目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

※
教

育
支

援
委

員
会

　
障

が
い

等
の

あ
る

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
就

学
先

の
決

定
だ

け
で

な
く

、
早

期
か

ら
一

貫
し

た
支

援
に

つ
い

て
助

言
を

行
う

機
関

（
教

育
委

員
会

に
設

置
）

※
い

き
い

き
サ

ポ
ー

タ
ー

　
発

達
障

が
い

な
ど

の
傾

向
が

あ
り

、
集

団
で

の
活

動
が

苦
手

な
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

学
習

支
援

や
生

活
指

導
、

学
校

生
活

に
関

わ
る

諸
問

題
の

指
導

支
援

を
行

う
非

常
勤

職
員

※
福

井
市

特
別

支
援

教
育

専
門

委
員

会
　

特
別

支
援

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
教

育
、

医
療

、
福

祉
、

行
政

の
各

分
野

か
ら

委
員

を
選

出
し

、
特

別
支

援
教

育
体

制
づ

く
り

を
検

討
す

る
組

織

※
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
　

特
別

支
援

教
育

を
進

め
る

上
で

、
学

校
に

お
い

て
、

保
護

者
や

関
係

機
関

に
対

す
る

窓
口

、
保

護
者

を
含

め
た

学
校

内
外

の
関

係
者

や
福

祉
、

医
療

、
特

別
支

援
学

校
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
力

の
た

め
の

調
整

、
校

内
委

員
会

の
推

進
な

ど
の

役
割

を
担

う
教

員

（
４

）
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
研

修
の

実
施

学
校

教
育

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
中

止
し

た
会

議
も

あ
り

ま
し

た
が

、
各

校
に

資
料

を
配

付
し

、
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

や
外

部
機

関
と

の
連

携
等

に
つ

い
て

周
知

し
ま

し
た

。
ま

た
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

会
議

に
お

い
て

、
教

育
と

福
祉

の
合

同
研

修
会

を
開

催
（

1
0
月

、
1
月

）
し

、
福

祉
機

関
と

学
校

と
が

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

知
る

機
会

を
設

け
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
５

）
交

流
活

動
の

推
進

学
校

教
育

課

　
特

別
支

援
学

級
と

通
常

学
級

の
児

童
生

徒
の

交
流

及
び

共
同

学
習

は
、

特
別

支
援

学
級

を
設

置
し

て
い

る
6
7
校

全
て

で
実

施
し

て
い

ま
す

。

設
定

な
し
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1 6
 

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

実
績

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
１

）
い

じ
め

の
未

然
防

止
の

支
援

学
校

教
育

課

　
学

校
と

教
育

委
員

会
と

の
間

で
報

告
・

連
絡

・
相

談
を

確
実

に
行

い
、

気
に

な
る

児
童

生
徒

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

対
応

を
協

議
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

と
連

携
し

た
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

「
福

井
市

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
」

を
保

護
者

や
地

域
に

も
周

知
す

る
た

め
、

学
校

Ｈ
Ｐ

等
へ

の
掲

載
を

呼
び

か
け

、
い

じ
め

の
未

然
防

止
に

向
け

た
取

組
を

行
い

ま
し

た
。

設
定

な
し

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

（
３

）方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

気
に

な
る

児
童

生
徒

へ
の

支
援

の
充

実

具
体

的
な

取
組

（
１

）
い

じ
め

の
未

然
防

止
の

支
援

（
２

）
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
配

置

（
３

）
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

支
援

（
４

）
学

校
不

適
応

対
策

事
業

推
進

会
議

の
開

催

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援

学
校

教
育

課

　
小

学
校

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

※
に

つ
い

て
は

、
県

の
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

も
加

味
し

て
、

各
小

学
校

の
児

童
数

に
応

じ
て

派
遣

し
ま

し
た

。
福

井
市

適
応

指
導

教
室

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

教
室

※
」

に
も

週
1
回

以
上

派
遣

し
、

通
室

生
の

相
談

に
あ

た
り

ま
し

た
。

ま
た

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

教
室

に
お

け
る

保
護

者
対

象
の

親
の

会
を

年
1
回

実
施

し
ま

し
た

。

(
基

)
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

配
置

さ
れ

て
い

る
学

校
数

（
県

の
Ｓ

Ｃ
の

配
置

で
不

十
分

な
小

学
校

に
重

点
的

に
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

配

置
）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
小

中
学

校

（
２

）
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
配

置

学
校

教
育

課

　
学

校
か

ら
の

申
請

に
応

じ
て

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

※
を

派
遣

し
ま

し
た

。
学

校
だ

け
で

は
対

応
が

困
難

な
事

例
等

に
対

し
て

、
家

庭
環

境
等

の
調

査
を

も
と

に
関

係
機

関
と

の
調

整
や

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
本

人
や

家
族

と
の

生
活

環
境

の
改

善
、

支
援

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。
ま

た
、

毎
月

1
回

定
例

会
を

開
き

、
情

報
共

有
や

各
事

例
に

対
し

て
お

互
い

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

い
ま

し
た

。

設
定

な
し
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目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
４

）

学
校

不
適

応
対

策
事

業
推

進
会

議
の

開
催

学
校

教
育

課

　
学

校
不

適
応

対
策

推
進

会
議

※
を

年
3
回

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
開

催
を

含
め

て
実

施
し

ま
し

た
。

会
議

で
は

、
福

井
市

適
応

指
導

教
室

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

教
室

」
の

取
組

や
、

学
校

不
適

応
児

童
生

徒
の

理
解

や
対

応
に

つ
い

て
議

論
し

ま
し

た
。

特
に

、
今

年
度

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
ラ

イ
フ

パ
ー

ト
ナ

ー
※
活

動
に

つ
い

て
話

し
合

い
ま

し
た

。

設
定

な
し

※
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

　
子

ど
も

を
取

り
巻

く
環

境
に

働
き

か
け

て
、

子
ど

も
が

自
分

だ
け

で
は

解
決

で
き

な
い

様
々

な
問

題
の

解
決

の
支

援
や

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
、

社
会

福
祉

士
な

ど
の

資
格

を
有

す
る

者
。

※
小

学
校

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

　
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
は

、
児

童
生

徒
の

臨
床

心
理

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

を
有

す
る

者
が

、
学

校
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
機

能
の

充
実

を
目

指
し

て
、

い
じ

め
や

不
登

校
な

ど
児

童
生

徒
の

問
題

行
動

等
の

対
応

に
あ

た
る

。
そ

の
う

ち
本

市
 
は

 
1
6
 
人

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

 
4
1
 
小

学
校

と
チ

ャ
レ

ン
ジ

教
室

に
派

遣
し

、
小

学
校

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
呼

ん
で

い
る

。

※
チ

ャ
レ

ン
ジ

教
室

　
長

期
欠

席
を

し
て

い
る

不
登

校
の

小
中

学
生

を
対

象
に

、
福

井
市

教
育

委
員

会
が

平
成

2
年

度
か

ら
設

置
し

て
い

る
施

設
。

個
に

応
じ

た
活

動
を

進
め

な
が

ら
、

児
童

生
徒

が
学

校
に

復
帰

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
る

。

※
学

校
不

適
応

対
策

事
業

推
進

会
議

　
適

応
指

導
教

室
「

チ
ャ

レ
ン

ジ
教

室
」

の
活

動
全

般
に

関
す

る
支

援
や

、
新

た
な

学
校

不
適

応
児

童
生

徒
を

出
さ

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
の

支
援

に
つ

い
て

協
議

す
る

組
織

。

※
ラ

イ
フ

パ
ー

ト
ナ

ー
　

福
井

市
と

福
井

大
学

の
連

携
事

業
の

一
環

で
、

教
育

相
談

の
授

業
を

受
け

て
い

る
大

学
生

が
、

保
護

者
か

ら
の

要
請

を
受

け
て

学
校

不
適

応
児

童
生

徒
の

学
校

や
家

庭
等

を
訪

問
し

、
相

談
相

手
と

し
て

接
す

る
こ

と
で

児
童

生
徒

の
自

立
を

側
面

的
に

支
援

す
る

。
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

2
4
回

2
4
回

5
・

6
年

⇒
2
4

回
3
・

4
年

⇒
4
回

5
・

6
年

⇒
2
4

回
3
・

4
年

⇒
9
回

5
・

6
年

⇒
2
4

回
3
・

4
年

⇒
9
回

実
績

2
4
回

2
4
回

5
・

6
年

⇒
2
3

回
3
・

4
年

⇒
3
回

5
・

6
年

⇒
2
2

回
3
・

4
年

⇒
8
回

5
・

6
年

⇒
2
4

回
3
・

4
年

⇒
9
回

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

9
2
%

9
0
%

1
0
0
%

目
標

2
日

2
日

2
日

1
日

1
日

実
績

2
日

2
日

2
日

0
日

0
日

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

0
%

0
%

目
標

5
回

以
上

－
－

－
－

実
績

5
回

以
上

－
－

－
－

達
成

度
1
0
0
%

－
－

－
－

方
針

（
１

）
英

語
活

動
推

進
事

業

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
し

た
英

語
教

育
の

推
進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
Ａ

Ｌ
Ｔ

に
よ

る
授

業
の

充
実

（
２

）
中

学
生

英
語

合
宿

（
英

語
サ

マ
ー

キ
ャ

ン
プ

）
の

支
援

（
３

）
Ｆ

Ｃ
Ａ

に
よ

る
国

際
理

解
教

育
の

充
実

(
総

)
(
基

)
Ａ

Ｌ
Ｔ

の
年

間
派

遣
回

数
（

１
学

級
当

た
り

）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

5
・

6
年

⇒
2
4
回

、
3
・

4
年

⇒
9
回

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

※
Ａ

Ｌ
Ｔ

　
A
s
s
i
s
t
a
n
t
 
L
a
n
g
u
a
g
e
 
T
e
a
c
h
e
r
 
の

略
。

小
中

学
校

や
高

等
学

校
で

外
国

語
を

指
導

す
る

日
本

人
教

師
を

支
援

す
る

た
め

の
外

国
人

講
師

。

※
中

学
生

英
語

合
宿

（
英

語
サ

マ
ー

キ
ャ

ン
プ

）
　

市
内

の
中

学
3
年

生
が

外
国

人
英

語
講

師
と

生
活

を
と

も
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

外
国

文
化

を
理

解
し

、
視

野
を

広
め

、
英

語
に

親
し

み
な

が
ら

友
情

を
育

て
る

体
験

活
動

。
福

井
市

中
学

英
語

研
究

会
の

主
催

に
よ

り
、

少
年

自
然

の
家

で
実

施
し

た
。

※
Ｆ

Ｃ
Ａ

　
F
u
k
u
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 
A
m
b
a
s
s
a
d
o
r
（

福
井

市
国

際
文

化
交

流
大

使
）

の
略

。
ア

メ
リ

カ
の

姉
妹

友
好

都
市

出
身

で
、

小
学

3
、

4
年

生
に

対
し

、
外

国
の

文
化

に
関

す
る

授
業

を
行

っ
た

。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
Ｆ

Ｃ
Ａ

に
よ

る
国

際
理

解
教

育
の

充
実

学
校

教
育

課

　
平

成
2
9
年

度
ま

で
は

、
お

も
て

な
し

観
光

推
進

課
国

際
室

に
所

属
す

る
Ｆ

Ｃ
Ａ

※
が

小
学

校
を

訪
問

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

が
、

平
成

3
0
年

度
か

ら
Ｆ

Ｃ
Ａ

4
名

の
う

ち
2

名
が

学
校

教
育

課
所

属
の

小
学

校
専

属
Ａ

Ｌ
Ｔ

と
な

り
、

Ｆ
Ｃ

Ａ
と

し
て

の
小

学
校

訪
問

は
な

く
な

り
ま

し
た

。
　

学
校

教
育

課
を

通
し

て
、

公
立

幼
稚

園
に

Ｆ
Ｃ

Ａ
の

訪
問

事
業

の
案

内
を

送
付

し
、

園
か

ら
の

訪
問

希
望

調
査

を
集

約
し

、
お

も
て

な
し

観
光

推
進

課
国

際
室

に
送

っ
て

い
ま

す
。

Ｆ
Ｃ

Ａ
の

派
遣

回
数

（
1
学

級
当

た
り

）

（
２

）

中
学

生
英

語
合

宿
（

英
語

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
）

の
支

援

学
校

教
育

課

　
令

和
2
年

度
か

ら
中

学
生

英
語

合
宿

（
英

語
サ

マ
ー

キ
ャ

ン
プ

）
※
を

英
語

セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
宿

泊
を

伴
わ

な
い

活
動

と
し

て
お

り
ま

す
。

今
年

度
も

、
1
日

開
催

と
し

て
計

画
を

進
め

ま
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
中

止
し

ま
し

た
。

中
学

生
英

語
合

宿
（

英
語

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
）

の
支

援
回

数
（

R
2
年

度
よ

り
中

学
生

英
語

セ
ミ

ナ
ー

の
支

援
回

数
）

学
校

教
育

課

　
小

学
校

専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ
※
を

市
内

全
小

学
校

の
3
～

6
年

の
全

学
級

に
派

遣
し

、
学

級
担

任
や

教
科

担
任

を
支

援
し

ま
し

た
。

　
授

業
以

外
の

時
間

（
給

食
等

）
の

交
流

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

の
た

め
、

十
分

に
は

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
中

学
校

全
普

通
教

室
接

続
－

小
中

学
校

全
普

通
教

室
－

実
績

－
中

学
校

全
普

通
教

室
接

続
－

小
中

学
校

全
普

通
教

室
－

達
成

度
－

1
0
0
%

－
1
0
0
%

－

目
標

全
小

中
学

校
対

象
に

1
回

全
小

中
学

校
対

象
に

1
回

全
小

中
学

校
対

象
に

1
回

全
小

中
学

校
対

象
に

1
回

－

実
績

全
小

中
学

校
対

象
に

1
回

全
小

中
学

校
対

象
に

1
回

全
小

中
学

校
対

象
に

1
回

全
小

学
校

対
象

に
1
回

－

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

6
8
%

－

目
標

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

実
績

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

 
全

小
中

学
校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

※
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

　
組

織
内

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

、
情

報
共

有
の

た
め

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
。

※
Ｏ

Ｊ
Ｔ

　
O
n
 
t
h
e
 
J
o
b
 
T
r
a
i
n
i
n
g
の

略
。

職
場

の
上

司
や

先
輩

が
、

部
下

や
後

輩
に

対
し

て
、

実
際

の
仕

事
を

通
じ

て
指

導
し

、
知

識
、

技
術

な
ど

を
身

に
着

け
さ

せ
る

教
育

方
法

の
こ

と
。

方
針

（
１

）

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
を

活
用

で
き

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
の

整
備

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

教
育

の
情

報
化

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

を
活

用
で

き
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備

（
２

）
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

の
活

用

（
３

）
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
授

業
の

実
施

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
授

業
の

実
施

学
校

教
育

課

　
本

年
度

か
ら

実
施

の
新

学
習

指
導

要
領

に
盛

り
込

ま
れ

た
小

学
校

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

授
業

は
、

教
育

委
員

会
の

配
布

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
も

と
に

、
全

て
の

小
学

5
年

生
に

授
業

を
行

い
ま

し
た

。
そ

の
中

で
、

全
小

学
校

が
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

た
授

業
を

公
開

し
ま

し
た

。
ま

た
、

す
べ

て
の

中
学

校
に

お
い

て
、

学
校

公
開

期
間

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
授

業
を

公
開

し
ま

し
た

。

(
基

)
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
活

用
し

た
授

業
の

実
施

学
校

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
小

中
学

校

（
２

）
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

の
活

用

学
校

教
育

課

　
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
業

務
改

善
に

向
け

て
、

諸
帳

簿
を

効
率

よ
く

作
成

す
る

シ
ス

テ
ム

を
教

員
が

開
発

し
、

使
い

方
の

研
修

会
を

分
散

し
て

小
学

校
教

員
対

象
に

実
施

し
ま

し
た

。
　

本
市

が
導

入
し

て
い

る
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

グ
ル

ー
プ

ウ
エ

ア
※
は

、
業

務
に

な
く

て
は

な
ら

な
い

も
の

に
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

、
集

合
型

の
研

修
だ

け
で

な
く

、
Ｏ

Ｊ
Ｔ

※
を

さ
ら

に
進

め
、

一
層

の
効

率
化

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

グ
ル

ー
プ

ウ
エ

ア
を

活
用

し
た

事
務

効
率

化
の

た
め

の
研

修

学
校

教
育

課

　
1
人

1
台

の
端

末
を

用
い

、
児

童
生

徒
が

授
業

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
で

き
る

よ
う

に
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
高

速
大

容
量

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

全
普

通
教

室
に

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
の

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

を
整

備
し

ま
し

た
。

普
通

教
室

に
お

け
る

無
線

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

1
0
0
%

1
1
7
%

1
0
0
%

2
5
%

1
0
0
%

達
成

度
1
0
0
%

1
1
7
%

1
0
0
%

2
5
%

1
0
0
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

教
員

の
資

質
向

上
の

推
進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
教

員
研

修
の

充
実

（
２

）
福

井
大

学
教

職
大

学
院

と
の

連
携

（
１

）
教

職
員

課
題

別
研

修
の

受
講

学
校

教
育

課

　
教

職
員

力
量

向
上

研
修

※
の

中
の

学
校

教
育

課
主

催
の

研
修

と
し

て
、

校
務

別
研

修
・

目
的

別
研

修
を

夏
季

休
業

中
を

中
心

に
2
8
の

講
座

を
企

画
・

運
営

し
ま

し
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
対

策
の

た
め

3
講

座
を

オ
ン

ラ
イ

ン
、

1
講

座
を

動
画

視
聴

の
形

式
で

行
い

ま
し

た
。

校
長

・
教

頭
、

教
務

主
任

対
象

の
校

務
別

研
修

は
集

合
型

で
実

施
し

ま
し

た
。

　
今

後
も

、
更

な
る

充
実

に
努

め
ま

す
。

※
教

職
員

力
量

向
上

研
修

　
本

市
の

教
職

員
一

人
ひ

と
り

が
自

己
の

資
質

・
能

力
の

向
上

の
た

め
に

自
主

的
に

計
画

し
参

加
す

る
研

修
市

教
委

主
催

の
み

な
ら

ず
、

県
教

委
や

研
究

所
の

研
修

等
も

含
む

。
市

教
委

主
催

の
研

修
と

し
て

は
、

「
目

的
別

研
修

」
「

校
務

別
研

修
」

等
、

教
職

員
員

の
力

量
向

上
に

必
要

な
研

修
を

設
定

す
る

。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）
福

井
大

学
教

職
大

学
院

と
の

連
携

学
校

教
育

課

　
福

井
大

学
連

合
教

職
大

学
院

へ
派

遣
す

る
教

員
に

対
し

て
、

入
学

時
及

び
在

学
中

に
要

す
る

経
費

を
補

助
す

る
こ

と
で

教
員

の
進

学
を

促
し

、
教

職
大

学
院

と
の

連
携

を
深

め
て

い
き

ま
す

。
　

こ
の

取
り

組
み

に
よ

り
令

和
3
年

度
は

2
年

履
修

コ
ー

ス
に

1
名

、
1
年

履
修

コ
ー

ス
に

5
名

の
派

遣
が

決
定

し
ま

し
た

。

設
定

な
し

(
基

)
教

職
員

課
題

別
研

修
（

R
2
年

度
よ

り
教

職
員

力
量

向
上

研
修

）
の

受
講

率
（

研
修

受
講

者
/
全

教
職

員
）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
0
0
%

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

5
0
%

7
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

5
8
.
2
%

8
4
.
0
%

9
8
.
8
%

7
9
.
5
%

1
0
8
%

達
成

度
1
1
7
.
6
%

1
2
0
%

9
8
.
8
%

7
9
.
5
%

1
0
8
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

学
校

教
育

の
充

実
を

図
り

、
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

伸
ば

す

施
策

の
方

向
性

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
キ

ャ
リ

ア
教

育

（
２

）
地

域
や

企
業

と
学

校
が

連
携

し
た

取
組

（
１

）

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

学
校

教
育

課

　
福

井
市

キ
ャ

リ
ア

教
育

連
絡

協
議

会
を

開
催

し
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
の

見
直

し
や

コ
ロ

ナ
禍

で
の

実
施

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

に
つ

い
て

協
議

し
ま

し
た

。
ま

た
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
、

依
頼

の
あ

っ
た

中
学

校
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
指

導
計

画
の

立
案

を
支

援
し

ま
し

た
。

　
既

存
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

加
え

、
学

校
現

場
の

意
見

や
要

望
を

取
り

入
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
新

た
に

構
築

す
る

な
ど

、
取

組
を

更
に

充
実

さ
せ

て
い

き
ま

す
。

※
福

井
市

キ
ャ

リ
ア

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

学
校

の
教

科
の

学
習

内
容

と
地

域
の

企
業

の
人

づ
く

り
・

も
の

づ
く

り
の

技
術

を
結

び
付

け
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
企

業
の

社
員

等
を

地
域

の
教

育
支

援
者

と
し

て
学

校
に

招
き

、
教

員
と

一
緒

に
授

業
を

行
う

。

※
福

井
市

キ
ャ

リ
ア

教
育

連
絡

協
議

会
　

市
内

経
済

団
体

（
福

井
商

工
会

議
所

青
年

部
、

福
井

青
年

会
議

所
、

ふ
く

い
の

担
い

手
づ

く
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
、

認
定

資
格

を
有

す
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
小

中
学

校
長

、
し

ご
と

支
援

課
、

女
性

活
躍

促
進

課
と

教
育

委
員

会
が

連
携

し
、

児
童

生
徒

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

支
援

す
る

た
め

の
組

織

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）
地

域
や

企
業

と
学

校
が

連
携

し
た

取
組

学
校

教
育

課

　
福

井
市

キ
ャ

リ
ア

教
育

連
絡

協
議

会
※
を

開
催

し
、

市
内

経
済

団
体

や
キ

ャ
リ

ア
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

連
携

し
て

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
推

進
し

ま
し

た
。

「
福

井
市

キ
ャ

リ
ア

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
判

断
基

準
」

を
作

成
し

、
学

校
や

企
業

等
は

こ
の

基
準

に
し

た
が

っ
て

感
染

症
対

策
を

行
い

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

ま
し

た
。

今
年

度
の

福
井

市
キ

ャ
リ

ア
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

に
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
あ

り
、

話
だ

け
で

な
く

活
動

も
う

ま
く

取
り

入
れ

な
が

ら
実

施
し

ま
し

た
。

設
定

な
し

(
総

)
(
基

)
福

井
市

キ
ャ

リ
ア

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

活
用

学
級

（
小

2
、

小
5
、

中
1
）

の
割

合

基
準

値
(
H
2
7
)
：

策
定

中

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

9
2
%

9
2
%

8
7
%

9
5
%

9
4
%

達
成

度
9
2
%

9
2
%

8
7
%

9
5
%

9
4
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

（
１

）

副
読

本
「

ふ
る

さ
と

福
井

の
人

々
」

の
活

用

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

ふ
る

さ
と

福
井

へ
の

誇
り

や
愛

着
が

持
て

る
環

境
の

充
実

を
図

る

施
策

の
方

向
性

ふ
る

さ
と

教
育

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
副

読
本

「
ふ

る
さ

と
福

井
の

人
々

」
の

活
用

（
２

）
郷

土
の

偉
人

へ
の

理
解

と
生

徒
自

ら
の

将
来

を
考

え
る

教
育

の
推

進

（
３

）
福

井
の

魅
力

を
体

感
す

る
活

動
の

推
進

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
福

井
の

魅
力

を
体

感
す

る
活

動
の

推
進

学
校

教
育

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
中

止
さ

れ
た

地
域

行
事

も
多

く
、

参
加

す
る

機
会

が
大

幅
に

減
少

し
ま

し
た

。
し

か
し

、
小

中
学

校
の

校
外

学
習

等
で

は
、

感
染

症
対

策
を

行
い

な
が

ら
総

合
的

な
学

習
の

時
間

と
関

連
づ

け
な

が
ら

、
福

井
の

良
さ

を
実

感
で

き
る

よ
う

な
学

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
２

）

郷
土

の
偉

人
へ

の
理

解
と

生
徒

自
ら

の
将

来
を

考
え

る
教

育
の

推
進

学
校

教
育

課

　
毎

年
、

中
学

2
年

生
が

立
志

式
を

行
い

、
橋

本
左

内
の

生
き

方
や

功
績

に
理

解
を

深
め

、
各

自
将

来
の

決
意

や
目

標
を

明
ら

か
に

し
て

い
き

ま
す

。
今

年
度

は
、

保
護

者
が

別
の

部
屋

で
映

像
を

通
し

て
参

観
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
行

い
工

夫
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

設
定

な
し

学
校

教
育

課

　
毎

年
、

全
小

学
5
年

生
に

配
付

し
て

お
り

、
小

学
5
・

6
年

生
で

は
社

会
科

を
中

心
と

し
た

授
業

や
調

べ
学

習
、

読
書

等
で

活
用

し
て

い
ま

す
。

歴
史

上
の

人
物

が
多

く
掲

載
さ

れ
て

い
る

た
め

、
5
年

生
よ

り
も

6
年

生
で

活
用

す
る

割
合

が
高

く
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
、

子
ど

も
た

ち
が

福
井

の
偉

人
の

生
き

方
を

学
ぶ

こ
と

を
通

し
て

、
ふ

る
さ

と
福

井
へ

の
誇

り
を

も
て

る
よ

う
に

、
活

用
を

推
進

し
て

い
き

ま
す

。

(
基

)
副

読
本

「
ふ

る
さ

と
福

井
の

人
々

」
の

活
用

率

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
0
0
%

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名

34
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

4
8
0
人

4
9
0
人

5
1
0
人

5
4
0
人

6
0
0
人

実
績

4
8
4
人

5
0
3
人

5
1
2
人

4
3
8
人

6
3
4
人

達
成

度
1
0
0
.
8
%

1
0
2
.
7
%

1
0
0
.
4
%

8
1
.
1
%

1
0
5
.
7
%

目
標

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
5
0
人

設
定

な
し

1
0
,
4
0
0
人

実
績

9
,
7
8
5
人

1
0
,
0
3
5
人

1
0
,
0
9
3
人

3
,
8
6
3
人

3
,
5
1
4
人

達
成

度
9
7
.
9
%

1
0
0
.
4
%

1
0
0
.
4
%

－
3
3
.
8
%

目
標

2
4
事

業
1
4
事

業
1
9
事

業
2
0
事

業
設

定
な

し

実
績

2
4
事

業
1
8
事

業
1
9
事

業
2
0
事

業
2
0
事

業

達
成

度
1
0
0
%

1
2
8
.
6
%

1
0
0
%

1
0
0
%

－

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）
施

策
番

号
具

体
的

な
取

組
又

は
事

業
名

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

地
域

「
福

井
学

」
事

業

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
開

催
規

模
を

縮
小

し
た

た
め

、
参

加
者

数
は

減
少

し
ま

し
た

が
、

福
井

の
歴

史
、

生
活

文
化

、
ま

ち
づ

く
り

等
、

幅
広

い
テ

ー
マ

で
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

は
で

き
ま

し
た

。
　

今
後

も
、

事
業

を
通

し
て

地
域

を
見

つ
め

な
お

す
機

会
を

創
出

し
、

郷
土

の
魅

力
を

発
信

で
き

る
人

材
育

成
に

取
り

組
み

ま
す

。

(
基

)
郷

土
学

習
参

加
者

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

9
,
4
0
0

人

（
１

）

「
福

井
学

」
学

習
セ

ン
タ

ー
事

業

　
中

央
公

民
館

に
お

い
て

基
礎

講
座

と
歴

史
講

座
、

文
学

講
座

を
開

催
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

る
中

で
あ

り
ま

し
た

が
、

Y
o
u
t
u
b
e
配

信
な

ど
の

工
夫

を
凝

ら
し

、
目

標
の

参
加

者
数

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
福

井
の

歴
史

、
生

活
文

化
、

ま
ち

づ
く

り
等

、
幅

広
い

テ
ー

マ
で

講
座

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
今

後
も

、
事

業
を

通
し

て
地

域
を

見
つ

め
な

お
す

機
会

を
創

出
し

、
郷

土
の

魅
力

を
発

信
で

き
る

人
材

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

方
針

ふ
る

さ
と

福
井

へ
の

誇
り

や
愛

着
が

持
て

る
環

境
の

充
実

を
図

る

施
策

の
方

向
性

福
井

の
魅

力
を

学
び

、
発

信
で

き
る

環
境

づ
く

り

具
体

的
な

取
組

（
１

）
郷

土
学

習
事

業
の

推
進

（
２

）
世

代
間

交
流

事
業

の
推

進

（
３

）
社

会
教

育
団

体
の

育
成

（
４

）
学

習
情

報
の

提
供

(
総

)
福

井
学

講
座

参
加

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
5
4
人

生
涯

学
習

課

伝
統

文
化

継
承

事
業

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
、

人
気

の
あ

る
郷

土
料

理
づ

く
り

な
ど

の
事

業
が

行
い

に
く

い
状

況
で

し
た

が
、

各
館

で
工

夫
し

な
が

ら
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
今

後
も

感
染

症
対

策
を

行
い

な
が

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

伝
統

文
化

継
承

事
業

事
業

数
(
～

H
2
9
 
「

は
つ

ら
つ

伝
承

塾
」

促
進

事
業

実
施

数
（

公
民

館
及

び
地

区
団

体
）

)

生
涯

学
習

課
（

２
）
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目
標

8
3
回

8
3
回

設
定

な
し

設
定

な
し

8
7
回

実
績

8
1
回

6
9
回

6
9
回

4
3
回

6
2
回

達
成

度
9
7
.
6
%

8
3
.
1
%

－
－

7
1
.
3
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
を

受
け

、
派

遣
を

見
送

る
ケ

ー
ス

は
多

か
っ

た
も

の
の

、
派

遣
回

数
は

前
年

度
よ

り
増

加
し

ま
し

た
。

　
ま

た
、

講
師

の
高

齢
化

等
に

よ
り

派
遣

数
の

増
加

が
見

込
め

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

の
持

続
的

な
発

展
を

見
据

え
、

平
成

3
1
年

4
月

に
策

定
し

た
「

ふ
く

い
嶺

北
連

携
中

枢
都

市
圏

ビ
ジ

ョ
ン

」
（

以
下

、
「

ビ
ジ

ョ
ン

」
と

い
う

。
）

で
は

、
社

会
教

育
講

師
派

遣
事

業
の

登
録

者
数

を
増

や
す

こ
と

を
新

た
な

目
標

と
し

て
定

め
て

お
り

、
具

体
的

な
取

組
と

し
て

、
圏

域
内

で
の

広
域

的
な

講
師

の
派

遣
や

受
け

入
れ

の
調

整
を

行
い

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
ビ

ジ
ョ

ン
に

お
け

る
成

果
指

標
で

あ
る

社
会

教
育

講
師

派
遣

事
業

の
登

録
者

数
に

つ
い

て
、

令
和

5
年

度
の

目
標

（
1
3
0
人

）
を

前
倒

し
で

達
成

し
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
４

）
学

習
情

報
の

提
供

生
涯

学
習

課

　
公

民
館

に
関

す
る

各
種

情
報

を
よ

り
多

く
の

地
域

住
民

に
周

知
す

る
た

め
、

各
公

民
館

に
お

い
て

公
民

館
だ

よ
り

を
発

行
す

る
ほ

か
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
の

広
報

媒
体

を
積

極
的

に
活

用
し

て
い

き
ま

す
。

（
３

）
社

会
教

育
団

体
の

育
成

生
涯

学
習

課

　
地

区
公

民
館

を
中

心
に

自
治

会
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

体
育

振
興

会
、

壮
年

会
、

婦
人

会
、

社
会

福
祉

、
地

域
づ

く
り

な
ど

、
多

様
な

社
会

教
育

活
動

、
住

民
活

動
を

支
援

し
て

お
り

、
今

後
も

継
続

的
に

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

設
定

な
し

(
基

)
高

齢
者

人
材

活
用

派
遣

回
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

8
2
回

生
涯

学
習

課
（

２
）

人
材

活
用

派
遣

事
業
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3 1
 

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

2
0
品

目
以

上
2
0
品

目
以

上
2
0
品

目
以

上
2
0
品

目
以

上
2
0
品

目
以

上

実
績

2
0
品

目
2
3
品

目
2
5
品

目
2
0
品

目
2
1
品

目

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

5
施

設
5
施

設
5
施

設
5
施

設
8
施

設

実
績

4
施

設
5
施

設
5
施

設
5
施

設
5
施

設

達
成

度
8
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

6
2
.
5
%

方
針

（
１

）
食

育
の

推
進

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

食
育

の
推

進
や

学
校

保
健

の
充

実
を

図
り

、
心

身
と

も
に

健
康

な
子

ど
も

を
育

成
す

る

施
策

の
方

向
性

学
校

給
食

の
充

実
と

食
育

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
食

育
の

推
進

（
２

）
地

場
産

食
材

の
活

用

（
３

）
給

食
施

設
・

設
備

の
整

備

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
給

食
施

設
・

設
備

の
整

備
保

健
給

食
課

　
給

食
施

設
の

老
朽

化
や

学
校

衛
生

管
理

基
準

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

へ
の

対
応

に
向

け
、

新
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

整
備

事
業

を
進

め
て

い
ま

す
。

令
和

３
年

度
は

、
新

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

の
整

備
運

営
を

行
う

事
業

者
を

募
集

・
選

定
し

、
事

業
契

約
の

締
結

を
行

い
ま

し
た

。
　

ま
た

、
単

独
調

理
校

に
つ

い
て

は
、

学
校

の
大

規
模

改
修

等
に

合
わ

せ
て

、
ド

ラ
イ

シ
ス

テ
ム

へ
の

改
修

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
現

在
は

、
ド

ラ
イ

運
用

で
学

校
給

食
の

衛
生

管
理

の
徹

底
に

努
め

て
い

ま
す

。

(
基

)
給

食
施

設
の

ド
ラ

イ
化

数
（

累
計

）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
施

設

（
２

）
地

場
産

食
材

の
活

用
保

健
給

食
課

　
納

入
業

者
や

市
園

芸
セ

ン
タ

ー
な

ど
関

係
機

関
と

調
整

を
し

、
地

場
産

食
材

を
計

画
的

に
取

り
入

れ
ま

し
た

。
　

ま
た

、
福

井
の

地
場

産
食

材
や

郷
土

料
理

を
多

く
取

り
入

れ
た

「
ふ

る
さ

と
給

食
」

や
「

朝
倉

ゆ
め

ま
る

ラ
ン

チ
」

及
び

「
福

い
い

ネ
！

給
食

」
を

実
施

す
る

な
ど

、
子

ど
も

た
ち

が
喜

ぶ
楽

し
い

給
食

づ
く

り
を

行
い

ま
し

た
。

(
基

)
市

内
産

農
産

物
の

使
用

品
目

数
の

維
持

基
準

値
(
H
2
7
)
：

2
0
品

目
以

上

保
健

給
食

課

　
各

学
校

ご
と

に
、

1
年

間
の

「
食

に
関

す
る

指
導

の
全

体
計

画
」

を
作

成
し

、
関

連
教

科
や

総
合

の
時

間
等

で
食

育
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

栄
養

教
諭

・
学

校
栄

養
職

員
は

、
そ

の
計

画
に

沿
い

、
児

童
生

徒
に

対
し

「
食

の
指

導
」

を
令

和
3
年

度
は

、
合

計
で

8
0
3
回

行
い

ま
し

た
。

内
容

と
し

て
は

、
「

朝
食

」
、

「
食

事
の

マ
ナ

ー
」

、
「

栄
養

素
の

働
き

」
な

ど
年

代
に

応
じ

た
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
給

食
だ

よ
り

や
F
a
c
e
b
o
o
k
に

て
食

育
や

学
校

給
食

の
情

報
を

発
信

し
、

家
庭

へ
の

周
知

も
行

い
ま

し
た

。

(
基

)
食

育
学

習
会

や
体

験
活

動
等

を
実

施
し

て
い

る
学

校
の

割
合

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
0
0
%

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

方
針

食
育

の
推

進
や

学
校

保
健

の
充

実
を

図
り

、
心

身
と

も
に

健
康

な
子

ど
も

を
育

成
す

る

施
策

の
方

向
性

自
ら

が
行

動
で

き
る

安
全

教
育

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
安

全
教

育
の

推
進

（
２

）
児

童
生

徒
や

教
職

員
の

防
災

・
防

犯
訓

練
の

充
実

（
１

）
安

全
教

育
の

推
進

保
健

給
食

課

　
各

学
校

に
お

い
て

「
学

校
安

全
年

間
計

画
」

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

、
安

全
教

育
や

避
難

訓
練

を
実

施
し

ま
し

た
。

　
各

学
校

で
は

、
児

童
生

徒
が

安
全

確
保

の
た

め
の

適
切

な
行

動
を

自
分

で
考

え
判

断
で

き
る

よ
う

、
授

業
中

だ
け

で
な

く
、

休
み

時
間

や
登

下
校

時
な

ど
、

大
人

が
近

く
に

い
な

い
場

面
で

の
災

害
を

想
定

し
た

訓
練

等
、

工
夫

し
取

り
組

み
ま

し
た

。
ま

た
、

災
害

発
生

時
に

と
る

べ
き

行
動

に
つ

い
て

確
認

や
話

し
合

い
を

行
い

ま
し

た
。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）

児
童

生
徒

や
教

職
員

の
防

災
・

防
犯

訓
練

の
充

実

保
健

給
食

課

　
児

童
生

徒
や

教
職

員
が

、
突

発
的

な
場

面
に

お
い

て
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

全
小

中
学

校
で

防
災

や
防

犯
の

訓
練

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
　

令
和

3
年

度
に

お
い

て
も

、
全

小
中

学
校

で
避

難
訓

練
を

実
施

し
、

沿
岸

部
の

学
校

で
は

、
津

波
被

害
を

想
定

し
た

訓
練

も
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

防
災

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

や
消

防
署

、
警

察
、

気
象

庁
等

の
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
、

よ
り

実
践

的
な

訓
練

に
な

る
よ

う
努

め
ま

し
た

。

(
総

)
(
基

)
小

中
学

校
に

お
け

る
避

難
訓

練
の

実
施

率

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
0
0
%

設
定

な
し

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

実
績

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

7
2
校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

9
6
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

※
学

校
保

健
委

員
会

　
学

校
に

お
け

る
健

康
に

関
す

る
課

題
を

研
究

協
議

し
、

健
康

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

の
組

織
。

校
長

、
養

護
教

諭
、

栄
養

教
諭

な
ど

の
教

職
員

や
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
保

護
者

代
表

、
地

域
の

保
健

関
係

機
関

の
代

表
な

ど
の

委
員

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

方
針

食
育

の
推

進
や

学
校

保
健

の
充

実
を

図
り

、
心

身
と

も
に

健
康

な
子

ど
も

を
育

成
す

る

施
策

の
方

向
性

心
身

と
も

に
健

や
か

に
育

つ
学

校
保

健
の

充
実

具
体

的
な

取
組

（
１

）
健

康
教

育
の

充
実

（
２

）
学

校
、

家
庭

、
関

係
機

関
な

ど
の

連
携

強
化

（
１

）
健

康
教

育
の

充
実

保
健

給
食

課

　
定

期
健

康
診

断
及

び
就

学
時

健
康

診
断

の
結

果
を

分
析

し
、

課
題

改
善

に
つ

な
げ

る
た

め
、

日
々

の
保

健
指

導
や

学
校

保
健

委
員

会
※
の

開
催

を
通

し
て

、
児

童
生

徒
の

生
活

習
慣

や
健

康
に

対
す

る
意

識
の

改
革

に
努

め
ま

し
た

。
　

目
と

歯
の

健
康

に
関

し
て

は
、

養
護

教
諭

と
学

級
担

任
等

が
協

力
し

、
ビ

ジ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

し
た

り
、

小
学

1
、

2
年

生
を

対
象

に
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

用
い

た
指

導
を

行
っ

た
り

し
ま

し
た

。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）

学
校

、
家

庭
、

関
係

機
関

な
ど

の
連

携
強

化

保
健

給
食

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

に
、

学
校

、
家

庭
、

学
校

三
師

（
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

）
、

保
健

所
等

の
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
ま

し
た

。
　

保
健

所
や

学
校

三
師

、
福

井
市

学
校

保
健

会
等

と
連

携
し

な
が

ら
本

市
独

自
の

「
学

校
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
策

定
し

、
感

染
予

防
に

努
め

ま
し

た
。

ま
た

、
家

庭
に

お
け

る
日

々
の

健
康

観
察

や
マ

ス
ク

の
適

切
な

着
用

、
手

洗
い

、
換

気
等

基
本

的
な

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
も

、
学

校
を

通
じ

て
保

護
者

に
依

頼
し

ま
し

た
。

設
定

な
し

(
基

)
学

校
保

健
委

員
会

の
開

催

基
準

値
(
H
2
7
)
：

全
小

中
学

校

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

39
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

6
2
%

6
6
%

6
8
%

6
8
%

8
0
%

実
績

6
4
%

6
6
%

6
2
%

5
0
%

5
5
%

達
成

度
1
0
3
.
2
%

1
0
0
%

9
1
.
2
%

7
3
.
5
%

6
8
.
8
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

方
針

（
１

）
児

童
生

徒
の

体
力

維
持

向
上

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

心
身

と
も

に
健

や
か

に
育

つ
学

校
保

健
の

充
実

施
策

の
方

向
性

生
き

生
き

と
運

動
に

取
り

組
む

学
校

体
育

の
充

実

具
体

的
な

取
組

（
１

）
児

童
生

徒
の

体
力

維
持

向
上

（
２

）
体

育
指

導
の

充
実

（
３

）
運

動
部

活
動

の
充

実

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
運

動
部

活
動

の
充

実
保

健
給

食
課

　
地

域
の

指
導

者
を

令
和

3
年

度
は

、
1
7
校

で
4
4
名

活
用

し
ま

し
た

。
専

門
的

な
技

術
指

導
を

行
い

、
様

々
な

部
が

地
区

大
会

な
ら

び
に

県
大

会
で

入
賞

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
　

ま
た

、
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
に

よ
る

実
技

講
習

会
と

し
て

陸
上

教
室

も
予

定
し

て
い

ま
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

に
よ

り
、

や
む

を
え

ず
中

止
し

ま
し

た
。

(
基

)
学

校
か

ら
の

希
望

に
対

す
る

運
動

部
活

動
地

域
連

携
推

進
事

業
指

導
者

の
委

嘱
率

基
準

値
(
H
2
7
)
：

9
2
％

（
２

）
体

育
指

導
の

充
実

保
健

給
食

課

　
指

導
主

事
学

校
訪

問
の

機
会

を
利

用
し

、
文

部
科

学
省

の
方

針
や

考
え

に
つ

い
て

、
伝

達
と

指
導

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

体
育

授
業

の
進

め
方

等
に

つ
い

て
も

、
資

料
を

配
付

し
て

全
小

中
学

校
に

周
知

し
ま

し
た

。
　

児
童

生
徒

に
対

し
て

は
、

ア
ス

リ
ー

ト
や

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

専
門

指
導

員
に

よ
る

体
育

授
業

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

実
際

に
児

童
生

徒
へ

の
指

導
を

見
る

こ
と

で
、

教
員

が
専

門
的

な
指

導
法

を
学

ぶ
こ

と
も

で
き

ま
し

た
。

設
定

な
し

保
健

給
食

課

　
全

小
中

学
校

が
「

児
童

生
徒

体
力

づ
く

り
推

進
計

画
書

」
を

作
成

し
、

教
育

活
動

全
般

を
通

し
て

、
運

動
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

　
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
、

実
施

学
年

や
種

目
を

限
定

す
る

な
ど

、
可

能
な

範
囲

内
で

の
取

組
を

依
頼

し
ま

し
た

。
令

和
2
年

度
に

お
け

る
本

市
の

実
態

や
傾

向
、

課
題

な
ど

を
参

考
資

料
と

し
て

示
し

、
そ

れ
ら

と
比

較
し

た
り

、
各

学
校

の
過

去
の

記
録

と
も

照
ら

し
合

わ
せ

た
り

し
な

が
ら

、
強

化
が

必
要

な
種

目
に

つ
い

て
、

対
策

を
講

じ
る

よ
う

指
導

し
ま

し
た

。

(
基

)
体

育
の

授
業

を
除

い
た

休
み

時
間

等
で

年
間

を
通

し
て

運
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

小
学

校
の

割
合

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
6
％

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名

40
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

2
1
,
0
0
0
人

2
7
,
0
0
0
人

2
7
,
0
0
0
人

設
定

な
し

2
2
,
0
0
0
人

実
績

2
5
,
2
8
1
人

2
7
,
4
2
1
人

2
2
,
0
5
0
人

1
0
,
3
2
7
人

2
2
,
3
9
7
人

達
成

度
1
2
0
.
4
%

1
0
1
.
6
%

8
1
.
7
%

－
1
0
1
.
8
%

目
標

1
5
3
,
0
0
0
人

1
5
3
,
0
0
0
人

1
5
4
,
0
0
0
人

1
5
4
,
0
0
0
人

1
3
0
,
0
0
0
人

実
績

1
1
5
,
6
1
7
人

1
3
3
,
0
9
7
人

1
1
4
,
6
1
1
人

6
2
,
3
0
0
人

9
1
,
1
7
9
人

達
成

度
7
5
.
6
%

8
7
.
0
%

7
4
.
4
%

4
0
.
5
%

7
0
.
1
%

目
標

5
,
0
0
0
人

5
,
0
0
0
人

5
,
0
0
0
人

5
,
0
0
0
人

5
,
0
0
0
人

実
績

3
,
2
3
9
人

3
,
6
8
8
人

3
,
3
3
3
人

1
,
4
1
5
人

1
,
6
8
8
人

達
成

度
6
4
.
8
%

7
3
.
8
%

6
6
.
7
%

2
8
.
3
%

3
3
.
8
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）
施

策
番

号
具

体
的

な
取

組
又

は
事

業
名

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

(
総

)
(
基

)
自

然
史

博
物

館
と

セ
ー

レ
ン

プ
ラ

ネ
ッ

ト
の

年
間

総
入

場
者

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
9
,
3
2
5
人

（
自

然
史

博
物

館
の

み
）

(
基

)
自

然
史

講
座

等
参

加
者

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
,
5
1
1

人

（
２

）
自

然
史

博
物

館
再

整
備

の
検

討

自
然

史
博

物
館

　
財

政
健

全
化

計
画

に
よ

り
延

期

方
針

自
然

科
学

へ
の

興
味

を
高

め
、

子
ど

も
の

夢
を

育
て

る

施
策

の
方

向
性

自
然

科
学

教
育

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
展

示
の

充
実

（
２

）
自

然
史

博
物

館
再

整
備

の
検

討

（
３

）
自

然
科

学
分

野
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

と
学

習
講

座
の

充
実

（
４

）
宇

宙
や

天
体

に
関

す
る

興
味

・
関

心
の

向
上

設
定

な
し

（
１

）
展

示
の

充
実

自
然

史
博

物
館

　
自

然
史

博
物

館
は

、
コ

ロ
ナ

対
策

と
し

て
自

然
史

講
座

を
基

本
事

前
予

約
と

し
、

定
員

数
も

減
ら

し
な

が
ら

実
施

し
ま

し
た

。
　

前
半

は
感

染
者

も
多

く
、

入
館

者
は

少
な

め
で

し
た

が
、

夏
休

み
に

は
人

気
の

あ
る

カ
ブ

ト
ム

シ
、

ク
ワ

ガ
タ

ム
シ

を
題

材
と

し
た

企
画

展
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

県
境

を
ま

た
い

だ
外

出
が

で
き

な
い

こ
と

も
あ

り
、

県
内

の
方

が
多

く
来

館
さ

れ
ま

し
た

。
　

セ
ー

レ
ン

プ
ラ

ネ
ッ

ト
で

も
、

県
内

を
中

心
に

広
報

を
行

い
ま

し
た

。
　

ま
た

、
ｅ

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
、

乳
幼

児
連

れ
が

気
兼

ね
な

く
利

用
で

き
る

ベ
ビ

ー
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

な
ど

、
新

し
い

取
り

組
み

よ
り

、
客

層
の

拡
大

を
図

り
ま

し
た

。
　

両
施

設
と

も
、

感
染

対
策

を
行

い
な

が
ら

、
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

を
実

施
す

る
ほ

か
、

学
校

、
公

民
館

等
へ

の
出

前
講

座
も

実
施

し
、

自
然

科
学

教
育

の
普

及
に

努
め

ま
す

。

(
基

)
自

然
史

博
物

館
企

画
展

入
場

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
4
,
7
5
0
人
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目
標

1
0
0
人

1
1
0
人

1
2
5
人

設
定

な
し

－

実
績

1
0
8
人

1
2
0
人

1
9
人

中
止

中
止

達
成

度
1
0
8
.
0
%

1
0
9
.
1
%

1
5
.
2
%

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
４

）

宇
宙

や
天

体
に

関
す

る
興

味
・

関
心

の
向

上

学
校

教
育

課

　
セ

ー
レ

ン
プ

ラ
ネ

ッ
ト

が
実

施
し

て
い

る
幼

小
中

学
校

向
け

の
博

物
館

学
習

で
は

、
学

校
に

合
わ

せ
た

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

な
る

よ
う

助
言

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

活
用

を
各

学
校

に
周

知
し

ま
し

た
。

今
後

も
子

ど
も

た
ち

の
宇

宙
や

天
体

に
関

す
る

興
味

・
関

心
を

高
め

る
た

め
の

学
習

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

設
定

な
し

（
３

）

自
然

科
学

分
野

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
と

学
習

講
座

の
充

実

自
然

史
博

物
館

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

し
ま

し
た

。
産

学
連

携
科

学
技

術
キ

ャ
リ

ア
教

育
事

業
参

加
者

数

42
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

3
校

5
校

6
校

8
校

1
1
校

実
績

3
校

3
校

4
校

7
校

7
校

達
成

度
1
0
0
%

6
0
%

6
6
.
7
%

7
5
%

6
3
.
6
%

目
標

4
3
.
1
%

5
6
.
9
%

7
4
.
5
%

8
4
.
3
%

1
0
0
%

実
績

4
3
.
1
%

5
6
.
9
%

7
4
.
5
%

8
4
.
3
%

1
0
0
%

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

小
学

校
3
7
校

－
－

－
1
0
0
%

実
績

小
学

校
3
7
校

－
－

－
－

達
成

度
1
0
0
%

－
－

－
－

目
標

4
0
.
7
%

4
4
.
7
%

4
6
.
5
%

5
0
.
0
%

5
0
%

実
績

4
1
.
8
%

4
5
.
4
%

4
7
.
9
%

5
2
.
0
%

6
0
.
9
%

達
成

度
1
0
2
.
7
%

1
0
1
.
6
%

1
0
3
.
0
%

1
0
4
.
0
%

1
2
1
.
8
%

方
針

安
全

で
快

適
に

学
び

、
安

心
し

て
過

ご
せ

る
学

校
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む

施
策

の
方

向
性

安
全

で
快

適
な

学
校

施
設

の
整

備

具
体

的
な

取
組

（
１

）
学

校
施

設
の

老
朽

化
対

策

（
２

）
安

全
性

の
確

保
・

向
上

（
３

）
快

適
な

環
境

づ
く

り

（
１

）

小
学

校
大

規
模

改
修

事
業

/
学

校
体

育
館

大
規

模
改

修
事

業
/
学

校
生

活
環

境
整

備
事

業

教
育

総
務

課

　
令

和
4
年

度
の

光
陽

中
学

校
の

校
庭

改
修

を
見

据
え

、
詳

細
設

計
を

行
い

ま
し

た
。

　
ま

た
、

森
田

地
区

を
中

心
と

し
た

市
北

部
地

域
の

学
校

規
模

適
正

化
を

図
る

た
め

の
基

本
計

画
を

策
定

し
、

当
該

地
域

に
お

け
る

学
校

施
設

の
大

規
模

改
修

等
の

方
向

性
を

整
理

し
ま

し
た

。

(
基

)
校

舎
や

体
育

館
の

大
規

模
改

修
及

び
プ

ー
ル

や
校

庭
の

改
修

を
今

後
新

た
に

実
施

す
る

学
校

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

0
校

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
目

標
（

上
段

）
と

実
績

（
下

段
）

（
２

）
窓

ガ
ラ

ス
飛

散
防

止
対

策
事

業

教
育

総
務

課

　
大

規
模

な
地

震
等

に
お

け
る

避
難

者
の

安
全

対
策

を
講

じ
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

平
成

2
8
年

度
か

ら
進

め
て

き
た

小
学

校
体

育
館

の
窓

ガ
ラ

ス
飛

散
防

止
対

策
は

、
令

和
3

年
度

に
残

り
の

8
校

を
実

施
し

、
全

5
1
校

に
お

い
て

完
了

し
ま

し
た

。

(
総

)
(
基

)
小

学
校

体
育

館
の

窓
ガ

ラ
ス

飛
散

防
止

対
策

の
実

施
率

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
7
%

ト
イ

レ
洋

式
化

改
修

工
事

教
育

総
務

課

　
令

和
2
年

度
中

に
全

小
中

学
校

の
大

便
器

の
洋

式
化

率
5
0
％

を
達

成
し

た
た

め
、

令
和

3
年

度
は

、
学

校
規

模
や

児
童

生
徒

数
等

を
考

慮
し

、
慢

性
的

な
洋

式
ト

イ
レ

不
足

が
顕

著
と

な
っ

て
い

る
大

規
模

校
を

中
心

に
洋

式
化

を
進

め
ま

し
た

。
　

ま
た

、
拠

点
避

難
所

と
な

っ
て

い
る

学
校

体
育

館
の

ト
イ

レ
洋

式
化

に
つ

い
て

、
全

て
の

学
校

が
男

女
別

そ
れ

ぞ
れ

5
0
％

以
上

と
な

る
よ

う
改

善
を

図
り

ま
し

た
。

(
基

)
学

校
ト

イ
レ

の
洋

式
化

率

基
準

値
(
H
2
7
)
：

3
7
%

（
３

）

音
楽

室
エ

ア
コ

ン
設

置
教

育
総

務
課

　
平

成
2
9
年

度
に

て
事

業
完

了
(
基

)
小

中
学

校
全

て
の

音
楽

室
へ

の
エ

ア
コ

ン
設

置
率

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
7
%
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取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

方
針

安
全

で
快

適
に

学
び

、
安

心
し

て
過

ご
せ

る
学

校
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む

施
策

の
方

向
性

安
全

・
安

心
な

通
学

路
の

環
境

整
備

具
体

的
な

取
組

（
１

）
通

学
路

交
通

安
全

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

く
取

組

（
２

）
通

学
路

照
明

灯
の

設
置

（
１

）

通
学

路
交

通
安

全
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
基

づ
く

取
組

保
健

給
食

課

　
令

和
元

年
7
月

に
既

存
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
学

路
安

全
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
改

定
し

、
「

交
通

安
全

」
に

加
え

、
「

防
犯

」
、

「
防

災
」

の
観

点
を

追
加

し
ま

し
た

。
　

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

き
、

学
校

等
が

把
握

し
た

通
学

路
危

険
箇

所
に

つ
い

て
、

道
路

関
係

者
や

警
察

な
ど

と
の

関
係

機
関

に
よ

る
通

学
路

安
全

推
進

会
議

を
開

催
し

、
情

報
共

有
、

合
同

点
検

、
安

全
対

策
の

検
討

を
行

い
、

令
和

3
年

度
は

、
5
8
箇

所
を

改
善

し
ま

し
た

。
内

容
と

し
て

は
、

路
側

帯
等

の
道

路
標

示
の

塗
り

直
し

や
信

号
機

の
時

間
調

整
、

落
石

防
護

柵
の

適
正

な
維

持
管

理
な

ど
で

し
た

。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）
通

学
路

照
明

灯
の

設
置

保
健

給
食

課

　
中

学
校

通
学

路
の

安
全

確
保

の
た

め
、

令
和

3
年

度
は

、
4
件

の
要

望
に

基
づ

き
、

4
箇

所
の

通
学

路
照

明
灯

の
設

置
を

行
い

ま
し

た
。

(
総

)
(
基

)
設

置
基

準
を

満
た

す
要

望
に

占
め

る
照

明
灯

設
置

基
数

の
割

合

基
準

値
(
H
2
7
)
：

8
8
%

設
定

な
し

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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6 1
 

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

4
8
支

部
4
8
支

部
4
8
支

部
4
8
支

部
4
8
支

部

実
績

4
8
支

部
4
8
支

部
4
8
支

部
4
8
支

部
4
8
支

部

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

－
－

－
-

－

実
績

－
－

－
-

－

達
成

度
－

－
－

-
－

目
標

－
－

－
-

－

実
績

－
－

－
-

－

達
成

度
－

－
－

-
－

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
１

）
地

域
と

の
連

携
青

少
年

課

　
見

守
り

活
動

や
危

険
箇

所
点

検
、

大
人

と
子

ど
も

の
交

流
会

な
ど

、
青

少
年

育
成

福
井

市
民

会
議

の
4
8
支

部
が

実
施

し
て

い
る

活
動

を
支

援
し

ま
し

た
。

　
ま

た
、

子
ど

も
た

ち
へ

の
声

か
け

事
案

が
発

生
し

や
す

い
夕

方
に

、
屋

外
で

作
業

し
な

が
ら

地
域

で
子

ど
も

た
ち

の
安

全
を

守
る

「
夕

方
見

守
り

運
動

」
を

推
進

し
、

見
守

り
活

動
の

強
化

を
図

り
ま

し
た

。

(
基

)
地

域
の

大
人

と
子

ど
も

の
交

流
活

動
の

実
施

地
区

(
支

部
)
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
8
支

部

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

（
３

）方
針

家
庭

や
地

域
、

関
係

機
関

・
団

体
が

連
携

し
、

青
少

年
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
策

の
方

向
性

地
域

で
進

め
る

青
少

年
の

健
全

育
成

具
体

的
な

取
組

（
１

）
地

域
と

の
連

携

（
２

）
青

少
年

の
非

行
防

止
と

被
害

防
止

対
策

（
３

）
姉

妹
友

好
都

市
と

の
交

流

（
４

）
放

課
後

の
子

ど
も

が
安

全
に

過
ご

せ
る

居
場

所
の

確
保

姉
妹

友
好

都
市

と
の

交
流

青
少

年
課

　
福

井
市

と
熊

本
市

及
び

結
城

市
の

子
ど

も
た

ち
が

、
互

い
の

都
市

の
歴

史
や

文
化

を
学

び
あ

い
、

両
市

の
友

好
関

係
を

深
め

て
い

ま
す

。
　

令
和

3
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
熊

本
市

と
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
交

流
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

（
結

城
市

と
の

交
流

会
は

中
止

）

設
定

な
し

（
２

）
青

少
年

の
非

行
防

止
と

被
害

防
止

対
策

青
少

年
課

　
職

員
及

び
補

導
員

で
、

「
愛

の
ひ

と
声

」
を

中
心

と
し

た
街

頭
補

導
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

。
　

ま
た

、
市

教
育

委
員

会
と

福
井

警
察

署
及

び
福

井
南

警
察

署
で

交
わ

し
た

不
審

者
情

報
に

関
す

る
連

携
協

定
に

基
づ

く
会

議
を

開
催

し
ま

し
た

。
今

後
も

、
顔

の
み

え
る

関
係

を
構

築
し

、
迅

速
か

つ
適

切
に

情
報

共
有

を
図

り
ま

す
。

設
定

な
し
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目
標

7
7
か

所
7
7
か

所
7
7
か

所
7
7
か

所
7
7
か

所

実
績

7
4
か

所
7
8
か

所
8
2
か

所
8
2
か

所
8
2
か

所

達
成

度
9
6
.
1
%

1
0
1
.
3
%

1
0
6
.
5
%

1
0
6
.
5
%

1
0
6
.
5
%

（
４

）

放
課

後
の

子
ど

も
が

安
全

に
過

ご
せ

る
居

場
所

の
確

保

学
校

教
育

課

　
今

年
度

も
、

要
件

を
満

た
す

放
課

後
留

守
家

庭
の

児
童

の
う

ち
、

児
童

ク
ラ

ブ
の

利
用

を
希

望
す

る
児

童
を

す
べ

て
受

け
入

れ
ま

し
た

。
　

今
後

も
、

児
童

ク
ラ

ブ
の

利
用

希
望

者
は

増
加

し
、

現
行

の
定

員
の

ま
ま

で
は

受
入

が
困

難
と

な
る

地
区

も
あ

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

学
校

の
余

裕
教

室
等

を
利

用
し

て
児

童
ク

ラ
ブ

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
　

併
せ

て
、

市
有

施
設

の
老

朽
化

対
策

と
効

率
的

な
運

営
を

行
う

た
め

、
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

か
ら

の
施

設
整

備
も

必
要

な
こ

と
か

ら
、

各
地

区
の

状
況

を
踏

ま
え

た
整

備
方

針
の

検
討

を
進

め
ま

す
。

　
な

お
、

民
間

事
業

者
に

よ
る

児
童

ク
ラ

ブ
の

新
規

設
置

等
に

対
す

る
助

成
制

度
を

創
設

し
、

森
田

地
区

と
鷹

巣
地

区
で

施
設

整
備

が
実

施
さ

れ
ま

し
た

。
　

ま
た

、
児

童
ク

ラ
ブ

職
員

の
人

材
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

中
、

発
達

障
が

い
や

そ
の

傾
向

が
あ

る
児

童
の

対
応

で
職

員
の

負
担

が
増

加
し

て
い

る
現

状
が

あ
る

た
め

、
専

門
知

識
を

も
つ

学
童

保
育

巡
回

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
1
名

増
員

し
2
名

配
置

し
て

各
ク

ラ
ブ

に
巡

回
し

、
必

要
な

ア
ド

バ
イ

ス
等

の
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

　
今

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
、

予
定

し
て

い
た

研
修

や
大

学
と

の
連

携
事

業
が

実
施

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

来
年

度
に

お
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

な
が

ら
、

課
題

解
消

に
向

け
た

事
業

を
継

続
し

て
進

め
ま

す
。

(
基

)
児

童
ク

ラ
ブ

の
設

置
数

（
計

画
当

初
6
8
か

所
）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

6
8
か

所
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6 2

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

3
回

3
回

4
回

4
回

5
回

実
績

3
回

3
回

4
回

4
回

5
回

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

目
標

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

実
績

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校
全

小
中

学
校

全
小

中
学

校

達
成

度
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

方
針

家
庭

や
地

域
、

関
係

機
関

・
団

体
が

連
携

し
、

青
少

年
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
策

の
方

向
性

家
庭

で
進

め
る

青
少

年
の

健
全

育
成

具
体

的
な

取
組

（
１

）
家

族
の

ふ
れ

あ
い

の
推

進

（
２

）
規

範
意

識
の

啓
発

（
１

）
家

族
の

ふ
れ

あ
い

の
推

進
青

少
年

課

　
家

族
の

ふ
れ

あ
い

を
テ

ー
マ

と
し

た
「

絵
手

紙
コ

ン
ク

ー
ル

」
を

実
施

し
、

優
秀

作
品

の
展

示
を

通
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
大

切
さ

を
呼

び
か

け
て

い
ま

す
。

　
令

和
3
年

度
は

4
,
9
1
6
点

の
応

募
が

あ
り

、
優

秀
作

品
展

示
を

5
会

場
（

ハ
ピ

リ
ン

、
パ

リ
オ

、
福

井
市

美
術

館
、

ベ
ル

、
県

ふ
る

さ
と

文
学

館
）

で
実

施
し

ま
し

た
。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）
規

範
意

識
の

啓
発

青
少

年
課

　
ネ

ッ
ト

被
害

や
い

じ
め

、
ネ

ッ
ト

依
存

等
の

危
険

性
が

危
惧

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

学
校

等
に

対
し

、
「

情
報

モ
ラ

ル
講

習
会

」
の

開
催

を
呼

び
か

け
ま

し
た

。
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
に

関
す

る
指

導
は

、
家

庭
が

果
た

す
役

割
も

大
き

い
こ

と
か

ら
、

保
護

者
を

対
象

と
し

た
講

習
会

の
開

催
に

努
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

適
正

利
用

に
か

か
る

啓
発

活
動

を
一

層
推

進
し

ま
す

。

小
中

学
生

等
の

情
報

モ
ラ

ル
講

習
会

の
開

催

(
基

)
「

家
族

ふ
れ

あ
い

」
絵

手
紙

コ
ン

ク
ー

ル
優

秀
作

品
展

示
会

の
開

催
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

3
回

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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6 3

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

1
0
,
5
0
0
人

1
1
,
3
0
0
人

1
1
,
4
0
0
人

1
1
,
4
0
0
人

1
1
,
3
0
0
人

実
績

1
0
,
4
2
7
人

1
2
,
8
3
3
人

1
1
,
8
1
6
人

3
,
2
5
0
人

5
,
4
0
6
人

達
成

度
9
9
.
3
%

1
1
3
.
6
%

1
0
3
.
7
%

2
8
.
5
%

4
7
.
8
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

家
庭

や
地

域
、

関
係

機
関

・
団

体
が

連
携

し
、

青
少

年
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
策

の
方

向
性

自
然

を
生

か
し

た
体

験
学

習

具
体

的
な

取
組

（
１

）
少

年
自

然
の

家
の

利
用

促
進

（
２

）
少

年
自

然
の

家
の

整
備

（
１

）
少

年
自

然
の

家
の

利
用

促
進

青
少

年
課

　
令

和
3
年

度
よ

り
、

指
定

管
理

者
制

度
を

導
入

し
、

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

図
っ

て
い

ま
す

。
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
、

市
内

の
各

種
団

体
等

が
活

動
を

自
粛

し
た

こ
と

か
ら

、
利

用
者

数
は

目
標

に
届

か
な

か
っ

た
も

の
の

、
令

和
2
年

度
と

比
較

す
る

と
大

き
く

増
加

し
ま

し
た

。
　

引
き

続
き

、
感

染
防

止
策

を
徹

底
し

、
よ

り
多

く
の

市
民

が
安

心
し

て
利

用
で

き
る

施
設

運
営

が
な

さ
れ

る
よ

う
指

導
し

て
い

き
ま

す
。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）
少

年
自

然
の

家
の

整
備

青
少

年
課

　
耐

震
工

事
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

す
べ

て
の

施
設

で
完

了
し

ま
し

た
。

　
令

和
3
年

度
は

、
ト

イ
レ

洋
式

化
工

事
及

び
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

照
明

器
具

取
替

（
Ｌ

Ｅ
Ｄ

）
修

繕
を

行
い

ま
し

た
。

　
施

設
が

老
朽

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

、
比

較
的

大
規

模
な

修
繕

や
故

障
の

発
生

が
危

惧
さ

れ
ま

す
が

、
整

備
の

時
期

を
逸

す
る

こ
と

な
く

、
適

切
に

対
応

し
て

い
き

ま
す

。

設
定

な
し

(
総

)
(
基

)
少

年
自

然
の

家
利

用
者

数
（

年
間

）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
1
,
1
2
9
人

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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7 1

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

9
2
0
,
0
0
0
人

9
2
0
,
0
0
0
人

設
定

な
し

設
定

な
し

9
2
0
,
0
0
0
人

実
績

8
8
9
,
3
6
0
人

8
9
7
,
2
5
3
人

8
1
6
,
8
0
4
人

3
4
9
,
1
9
0
人

3
3
7
,
4
5
7
人

達
成

度
9
6
.
7
%

9
7
.
5
%

－
－

3
6
.
7
%

目
標

1
,
4
8
0
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
1
,
4
9
0
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ

設
定

な
し

設
定

な
し

1
,
4
7
0
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ

実
績

1
,
4
8
7
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
1
,
4
9
1
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ

1
,
3
0
0
グ

ル
ー

プ
1
,
2
7
3
グ

ル
ー

プ
1
,
2
3
9
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ

達
成

度
1
0
0
.
5
%

1
0
0
.
1
%

－
－

8
4
.
3
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

方
針

公
民

館
や

図
書

館
の

充
実

を
図

り
、

市
民

の
生

涯
学

習
を

支
援

す
る

施
策

の
方

向
性

公
民

館
を

活
用

し
た

多
様

な
学

習
機

会
の

提
供

具
体

的
な

取
組

（
１

）
公

民
館

事
業

の
充

実

（
２

）
公

民
館

運
営

審
議

会
の

充
実

（
３

）
家

庭
教

育
事

業
の

推
進

（
４

）
青

年
教

育
事

業
の

推
進

（
５

）
地

域
の

課
題

解
決

や
現

代
的

課
題

に
向

け
た

学
習

の
充

実

（
６

）
人

材
育

成
及

び
指

導
体

制
の

充
実

（
７

）
公

民
館

に
よ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

の
地

域
活

動
支

援

（
８

）
学

校
、

家
庭

、
地

域
の

連
携

強
化

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

（
１

）
公

民
館

事
業

の
充

実
生

涯
学

習
課

　
公

民
館

で
は

地
域

の
特

色
を

活
か

し
、

多
様

な
学

習
ニ

ー
ズ

や
地

域
課

題
の

解
決

を
重

視
し

た
各

種
教

育
事

業
、

自
主

グ
ル

ー
プ

支
援

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

、
人

と
人

、
人

と
地

域
を

結
ぶ

た
め

、
連

絡
調

整
を

中
心

に
多

様
な

地
域

活
動

の
支

援
に

努
め

て
い

ま
す

。
　

教
育

事
業

全
般

に
つ

い
て

、
前

期
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
も

あ
り

、
長

期
間

、
事

業
の

実
施

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
後

期
は

感
染

症
対

策
を

行
い

な
が

ら
、

概
ね

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

Z
o
o
m
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
事

業
を

行
え

る
機

器
整

備
も

行
う

な
ど

し
、

教
育

事
業

の
実

施
も

進
め

て
い

ま
す

。
　

次
年

度
も

感
染

症
対

策
を

行
い

な
が

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

(
基

)
公

民
館

利
用

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

9
1
7
,
0
0
0
人

(
基

)
公

民
館

学
級

・
講

座
及

び
自

主
グ

ル
ー

プ
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
,
4
7
0

ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ

（
２

）
公

民
館

運
営

審
議

会
の

充
実

生
涯

学
習

課

　
す

べ
て

の
公

民
館

に
公

民
館

運
営

審
議

会
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
柔

軟
な

委
員

構
成

に
努

め
、

公
民

館
運

営
に

市
民

の
多

様
な

意
見

を
反

映
さ

せ
ま

し
た

。

設
定

な
し
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目
標

3
8
回

設
定

な
し

設
定

な
し

設
定

な
し

4
0
回

実
績

3
4
回

1
2
回

1
1
回

8
回

6
回

達
成

度
8
9
.
5
%

－
－

－
1
5
%

目
標

3
8
グ

ル
ー

プ
3
8
グ

ル
ー

プ
4
,
7
0
0
人

5
,
0
0
0
人

設
定

な
し

実
績

3
7
グ

ル
ー

プ
3
4
グ

ル
ー

プ
4
,
8
5
6
人

3
,
6
8
7
人

3
,
3
0
0
人

達
成

度
9
7
.
4
%

8
9
%

1
0
3
%

7
3
.
7
%

－

目
標

2
回

3
回

3
回

3
回

設
定

な
し

実
績

3
回

3
回

3
回

3
回

1
回

達
成

度
1
5
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
３

）
家

庭
教

育
事

業
の

推
進

生
涯

学
習

課

　
親

子
の

成
長

や
学

び
を

支
え

る
た

め
、

親
な

ど
を

対
象

と
し

た
「

家
庭

教
育

事
業

」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
に

よ
り

、
計

画
ど

お
り

事
業

の
実

施
が

で
き

な
い

公
民

館
も

あ
り

ま
し

た
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

シ
ス

テ
ム

の
活

用
な

ど
、

事
業

内
容

や
開

催
方

法
を

工
夫

し
、

実
施

し
ま

し
た

。
今

後
も

、
感

染
症

対
策

を
行

い
な

が
ら

、
地

域
全

体
で

親
子

の
成

長
や

学
び

を
支

え
る

学
習

機
会

の
提

供
に

努
め

ま
す

。

(
基

)
親

学
講

座
開

催
業

実
施

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

3
6
回

（
４

）

青
年

教
育

事
業

　
青

年
教

育
事

業
を

通
し

、
地

域
活

動
へ

の
参

加
意

欲
を

高
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
担

い
手

の
育

成
に

努
め

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
影

響
に

よ
り

、
参

加
者

数
は

前
年

よ
り

減
少

し
て

い
ま

す
。

今
後

も
継

続
し

て
地

域
と

青
年

が
関

わ
れ

る
場

を
作

り
、

地
域

の
新

た
な

担
い

手
の

発
掘

・
育

成
に

努
め

ま
す

。

青
年

教
育

事
業

参
加

者
数

（
～

H
3
0
 
青

年
グ

ル
ー

プ
数

）

青
年

交
流

事
業

　
福

井
市

連
合

青
年

団
の

組
織

体
制

の
充

実
を

図
り

、
青

年
や

青
年

グ
ル

ー
プ

等
を

対
象

と
し

て
青

年
交

流
事

業
の

開
催

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
計

画
し

て
い

た
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

　
今

後
も

連
合

青
年

団
の

組
織

と
活

動
の

幅
を

さ
ら

に
広

げ
る

た
め

、
引

き
続

き
支

援
を

行
い

ま
す

。

青
年

交
流

事
業

の
開

催

生
涯

学
習

課

（
６

）
人

材
育

成
及

び
指

導
体

制
の

充
実

生
涯

学
習

課

　
公

民
館

職
員

の
資

質
向

上
や

社
会

教
育

団
体

関
係

者
の

人
材

育
成

を
進

め
る

た
め

に
各

種
研

修
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
５

）

地
域

の
課

題
解

決
や

現
代

的
課

題
に

向
け

た
学

習
の

充
実

生
涯

学
習

課

　
公

民
館

等
を

通
し

て
、

少
子

高
齢

化
、

男
女

共
同

参
画

、
多

文
化

共
生

、
情

報
化

、
環

境
問

題
、

防
災

・
防

犯
、

地
域

づ
く

り
な

ど
、

現
代

社
会

や
地

域
が

抱
え

る
課

題
に

つ
い

て
の

学
習

を
実

施
し

ま
し

た
。

設
定

な
し
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目
標

2
7
3
,
5
0
0
人

設
定

な
し

設
定

な
し

設
定

な
し

2
7
7
,
0
0
0
人

実
績

2
5
2
,
9
9
9
人

2
8
5
,
7
3
6
人

2
9
1
,
0
0
4
人

1
1
3
,
1
6
8
人

1
1
1
,
5
3
3
人

達
成

度
9
1
.
3
%

－
－

－
4
0
.
2
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
８

）
学

校
、

家
庭

、
地

域
の

連
携

強
化

生
涯

学
習

課

　
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
連

携
し

、
学

社
連

携
事

業
を

は
じ

め
と

し
た

地
域

の
教

育
力

を
高

め
る

た
め

の
取

り
組

み
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

公
民

館
事

業
を

通
じ

て
、

地
域

に
お

け
る

家
庭

・
学

校
・

地
域

の
連

携
強

化
を

図
り

ま
し

た
。

設
定

な
し

（
７

）

公
民

館
に

よ
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
の

地
域

活
動

支
援

生
涯

学
習

課

　
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

機
能

保
持

・
活

性
化

を
図

る
た

め
、

地
域

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

地
域

活
動

の
支

援
及

び
連

絡
調

整
を

積
極

的
に

担
い

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

中
核

的
な

活
動

拠
点

と
し

て
、

人
と

人
、

人
と

地
域

を
結

ぶ
機

能
の

充
実

に
努

め
ま

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
各

種
団

体
の

活
動

自
体

が
縮

小
し

て
お

り
、

コ
ロ

ナ
前

に
比

べ
大

き
く

利
用

者
数

は
減

少
し

て
い

ま
す

。

(
基

)
公

民
館

各
種

団
体

活
動

利
用

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

2
7
2
,
0
0
0
人
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7 2

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

8
6
%

8
6
%

8
6
%

8
6
%

8
6
%

実
績

7
6
.
6
%

7
8
.
6
%

7
9
.
6
%

8
1
.
8
%

8
1
.
8
%

達
成

度
8
9
.
1
%

9
1
.
4
%

9
2
.
6
%

9
5
.
1
%

9
5
.
1
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

公
民

館
や

図
書

館
の

充
実

を
図

り
、

市
民

の
生

涯
学

習
を

支
援

す
る

施
策

の
方

向
性

だ
れ

も
が

利
用

し
や

す
い

生
涯

学
習

施
設

の
充

実

具
体

的
な

取
組

（
１

）
公

民
館

の
整

備

（
２

）
公

民
館

施
設

等
の

維
持

管
理

（
１

）
公

民
館

の
整

備
生

涯
学

習
課

　
施

設
の

老
朽

化
や

狭
あ

い
度

合
、

地
区

の
人

口
形

態
、

他
施

設
と

の
併

設
状

況
な

ど
の

点
を

総
合

的
に

勘
案

し
な

が
ら

実
施

し
ま

し
た

。
　

今
後

も
継

続
的

か
つ

計
画

的
な

整
備

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）
公

民
館

施
設

等
の

維
持

管
理

生
涯

学
習

課

　
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

子
育

て
中

の
家

族
な

ど
、

誰
も

が
利

用
し

や
す

い
施

設
と

し
て

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

老
朽

化
や

緊
急

度
を

勘
案

し
な

が
ら

、
施

設
や

設
備

の
補

修
・

改
修

を
行

い
、

機
能

の
充

実
に

努
め

ま
し

た
。

　
今

後
も

、
継

続
し

て
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
ま

す
。

設
定

な
し

(
基

)
公

民
館

施
設

整
備

方
針

の
達

成
度

基
準

値
(
H
2
7
)
：

7
5
%

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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7 3

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

6
0
,
5
0
0
人

6
1
,
0
0
0
人

6
1
,
5
0
0
人

設
定

な
し

5
6
,
0
0
0
人

実
績

6
0
,
8
3
3
人

6
1
,
0
1
6
人

3
8
,
4
5
2
人

中
止

1
2
,
4
1
1
人

達
成

度
1
0
0
.
6
%

1
0
0
%

6
2
.
5
%

－
2
2
.
2
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

公
民

館
や

図
書

館
の

充
実

を
図

り
、

市
民

の
生

涯
学

習
を

支
援

す
る

施
策

の
方

向
性

市
民

憲
章

運
動

の
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
市

民
憲

章
運

動
の

推
進

（
２

）
不

死
鳥

の
ね

が
い

（
福

井
市

市
民

憲
章

）
推

進
協

議
会

の
活

動
へ

の
支

援

（
１

）
市

民
憲

章
運

動
の

推
進

生
涯

学
習

課

　
市

民
主

体
の

ま
ち

づ
く

り
が

推
進

さ
れ

る
よ

う
、

市
民

の
精

神
的

指
標

で
あ

る
「

不
死

鳥
の

ね
が

い
（

福
井

市
市

民
憲

章
）

」
に

つ
い

て
、

そ
の

運
動

を
推

進
し

ま
し

た
。

　
今

後
も

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
そ

の
趣

旨
を

理
解

し
、

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
5
つ

の
項

目
、

5
つ

の
実

践
目

標
の

周
知

に
努

め
て

い
き

ま
す

。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）

不
死

鳥
の

ね
が

い
（

福
井

市
市

民
憲

章
）

推
進

協
議

会
の

活
動

へ
の

支
援

生
涯

学
習

課

　
市

内
4
9
地

区
に

支
部

を
設

置
し

、
公

民
館

活
動

や
地

域
活

動
と

の
連

携
を

図
る

な
か

で
、

地
域

に
お

け
る

運
動

が
定

着
す

る
よ

う
支

援
し

ま
し

た
。

設
定

な
し

(
基

)
福

井
市

を
美

し
く

す
る

運
動

参
加

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

5
3
,
5
0
0
人

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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7 4

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

7
4
7
,
3
4
5
人

7
4
7
,
3
4
5
人

7
4
2
,
2
2
0
人

7
4
2
,
9
6
0
人

7
4
3
,
7
0
0
人

実
績

7
1
0
,
8
0
8
人

7
2
1
,
6
2
7
人

7
3
1
,
1
8
9
人

4
9
8
,
4
0
1
人

5
9
8
,
7
3
7
人

達
成

度
9
5
.
1
%

9
6
.
6
%

9
8
.
5
%

6
7
.
1
%

8
0
.
5
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

（
１

）

多
様

化
す

る
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
資

料
の

収
集

、
整

理
、

保
存

の
充

実

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

公
民

館
や

図
書

館
の

充
実

を
図

り
、

市
民

の
生

涯
学

習
を

支
援

す
る

施
策

の
方

向
性

市
民

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

具
体

的
な

取
組

（
１

）
多

様
化

す
る

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

資
料

の
収

集
、

整
理

、
保

存
の

充
実

（
２

）
郷

土
資

料
等

の
収

集
と

情
報

発
信

の
強

化

（
３

）
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

図
書

館

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
カ

ウ
ン

タ
ー

や
電

話
・

メ
ー

ル
等

で
の

市
民

の
要

望
に

応
じ

て
、

専
門

的
知

識
を

持
つ

司
書

が
適

切
な

資
料

の
紹

介
や

提
供

を
行

い
ま

し
た

。
　

ま
た

、
時

節
に

応
じ

た
図

書
を

集
め

た
「

特
設

コ
ー

ナ
ー

」
を

設
置

し
、

課
題

解
決

に
役

立
つ

資
料

、
情

報
を

提
供

し
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
２

）

郷
土

資
料

等
の

収
集

と
情

報
発

信
の

強
化

図
書

館

　
郷

土
資

料
の

積
極

的
な

収
集

に
努

め
、

1
,
7
0
0
冊

余
り

を
蔵

書
と

し
て

登
録

し
ま

し
た

。
　

ま
た

、
冊

子
形

態
の

資
料

だ
け

で
な

く
マ

ッ
プ

や
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
な

ど
の

地
域

資
料

も
収

集
し

、
利

用
に

供
し

ま
し

た
。

　
特

設
コ

ー
ナ

ー
や

行
事

案
内

の
ほ

か
、

児
童

向
け

お
す

す
め

図
書

の
リ

ス
ト

を
Ｓ

Ｎ
Ｓ

で
発

信
し

ま
し

た
。

設
定

な
し

図
書

館

　
市

民
の

様
々

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
、

市
立

図
書

館
は

郷
土

資
料

や
貴

重
書

を
活

用
し

た
行

事
、

み
ど

り
図

書
館

は
子

育
て

世
代

を
対

象
と

し
た

企
画

、
桜

木
図

書
館

は
ま

ち
な

か
施

設
や

ア
オ

ッ
サ

内
各

施
設

と
連

携
し

た
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、

各
館

の
特

色
を

生
か

し
た

事
業

を
実

施
し

ま
し

た
。

(
総

)
(
基

)
図

書
館

利
用

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

7
4
0
,
0
0
0
人

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名

54



7 5

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

8
7
.
0
%

8
8
.
0
%

8
9
.
0
%

8
9
.
2
%

8
9
.
2
%

実
績

8
7
.
8
%

8
8
.
9
%

8
9
.
1
%

8
8
.
6
%

8
9
.
2
%

達
成

度
1
0
0
.
9
%

1
0
1
.
0
%

1
0
0
.
1
%

9
9
.
3
%

1
0
0
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

（
１

）
利

用
時

間
と

運
営

体
制

の
整

備

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

公
民

館
や

図
書

館
の

充
実

を
図

り
、

市
民

の
生

涯
学

習
を

支
援

す
る

施
策

の
方

向
性

効
果

的
・

効
率

的
な

図
書

館
運

営
と

施
設

整
備

具
体

的
な

取
組

（
１

）
利

用
時

間
と

運
営

体
制

の
整

備

（
２

）
図

書
館

施
設

の
整

備

（
３

）
読

書
に

親
し

め
る

環
境

の
整

備

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
読

書
に

親
し

め
る

環
境

の
整

備
図

書
館

　
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

家
庭

で
の

読
書

を
楽

し
ん

で
も

ら
う

た
め

、
貸

出
冊

数
の

上
限

を
増

や
す

取
組

を
例

年
よ

り
期

間
を

延
長

し
実

施
し

ま
し

た
。

　
ま

た
、

各
館

の
特

色
を

生
か

し
た

事
業

や
行

事
は

、
感

染
予

防
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

沿
っ

た
感

染
防

止
対

策
を

行
い

、
で

き
る

限
り

開
催

に
努

め
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
２

）
図

書
館

施
設

の
整

備
図

書
館

　
市

立
図

書
館

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

事
業

は
、

令
和

４
年

度
か

ら
の

改
修

工
事

に
向

け
て

、
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
後

の
図

書
館

の
利

活
用

に
関

す
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
市

民
の

意
見

や
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

ま
し

た
。

ま
た

、
設

計
業

務
を

計
画

ど
お

り
完

了
し

ま
し

た
。

　
そ

の
ほ

か
、

桜
木

図
書

館
の

照
明

設
備

の
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
や

移
動

図
書

館
車

へ
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
応

車
両

の
導

入
を

実
施

し
、

利
用

環
境

の
改

善
を

図
り

ま
し

た
。

設
定

な
し

図
書

館

　
令

和
3
年

4
月

1
日

か
ら

、
美

山
図

書
館

、
清

水
図

書
館

の
休

館
日

と
開

館
時

間
を

変
更

し
、

統
一

性
を

図
り

、
利

用
者

の
利

便
性

を
向

上
さ

せ
ま

し
た

。
　

ま
た

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

意
見

や
提

案
を

踏
ま

え
て

、
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
サ

ー
ビ

ス
と

な
る

よ
う

改
善

を
図

り
ま

し
た

。

(
基

)
図

書
館

を
利

用
す

る
市

民
の

満
足

度

基
準

値
(
H
2
7
)
：

8
6
.
5
%

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名

55



8 1

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

1
,
2
6
0
,
0
0
0

人
1
,
2
6
0
,
0
0
0

人
1
,
2
6
0
,
0
0
0

人
7
0
0
,
0
0
0
人

1
,
3
0
0
,
0
0
0

人

実
績

1
,
2
4
9
,
7
2
5

人
1
,
1
7
9
,
1
4
0

人
1
,
0
6
9
,
5
5
9

人
6
6
4
,
0
0
0
人

6
3
3
,
3
8
2
人

達
成

度
9
9
.
2
%

9
3
.
6
%

8
4
.
9
%

9
4
.
8
%

4
8
.
7
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

（
１

）
体

育
施

設
の

整
備

所
管

課
事

業
の

主
な

取
組

内
容

と
成

果
・

課
題

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
市

民
の

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

を
支

援
す

る

施
策

の
方

向
性

安
全

･
安

心
で

気
軽

に
楽

し
め

る
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

充
実

具
体

的
な

取
組

（
１

）
体

育
施

設
の

整
備

（
２

）
国

体
関

連
施

設
の

整
備

（
３

）
学

校
体

育
館

開
放

事
業

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
３

）
学

校
体

育
館

開
放

事
業

教
育

総
務

課

　
ス

ポ
ー

ツ
振

興
の

促
進

を
図

る
た

め
、

小
学

校
及

び
中

学
校

の
体

育
館

・
校

庭
の

開
放

を
行

い
ま

し
た

。
　

ま
た

、
利

用
手

続
の

簡
素

化
に

よ
り

市
民

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
学

校
体

育
施

設
開

放
の

利
用

内
容

の
見

直
し

を
行

い
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
２

）
国

体
関

連
施

設
の

整
備

ス
ポ

ー
ツ

課

　
平

成
3
0
年

度
に

て
事

業
終

了
設

定
な

し

ス
ポ

ー
ツ

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

体
育

施
設

の
休

館
や

利
用

制
限

が
行

わ
れ

、
ま

た
利

用
自

粛
に

伴
う

キ
ャ

ン
セ

ル
が

相
次

ぎ
、

利
用

実
績

が
前

年
同

様
頭

打
ち

と
な

り
ま

し
た

。
　

施
設

整
備

に
関

し
て

は
、

市
体

育
館

メ
イ

ン
ア

リ
ー

ナ
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
照

明
化

工
事

を
行

い
ま

し
た

。
　

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
中

で
、

利
用

者
数

が
少

な
く

、
維

持
管

理
コ

ス
ト

が
過

度
に

高
い

こ
と

な
ど

か
ら

「
機

能
廃

止
」

と
な

っ
た

施
設

に
つ

い
て

、
地

権
者

へ
丁

寧
に

説
明

を
行

う
こ

と
で

概
ね

理
解

を
得

ら
れ

ま
し

た
。

(
基

)
市

ス
ポ

ー
ツ

課
が

所
管

す
る

体
育

施
設

の
利

用
者

数
（

延
べ

人
数

）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
,
2
5
8
,
2
0
3
人

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名

56



8 2

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

4
8
.
0
%

5
0
%

※
1
8
歳

以
上

（
市

民
意

識
調

査
）

設
定

な
し

設
定

な
し

6
5
%

実
績

4
6
.
5
%

5
4
.
7
%

※
1
8
歳

以
上

（
市

民
意

識
調

査
）

未
調

査
未

調
査

5
0
.
3
%

達
成

度
9
6
.
9
%

1
0
9
.
4
%

－
－

7
7
.
4
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

方
針

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
市

民
の

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

を
支

援
す

る

施
策

の
方

向
性

福
井

国
体

開
催

を
契

機
と

す
る

ス
ポ

ー
ツ

活
動

へ
の

参
加

促
進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

（
２

）
体

育
協

会
の

育
成

と
事

業
の

充
実

（
３

）
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
協

議
会

の
育

成

（
４

）
市

民
の

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
心

の
向

上

（
５

）
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

・
推

進

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
６

）
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
事

前
キ

ャ
ン

プ
誘

致
の

推
進

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

（
２

）
ス

ポ
ー

ツ
協

会
の

育
成

と
事

業
の

充
実

ス
ポ

ー
ツ

課

　
福

井
市

ス
ポ

ー
ツ

協
会

の
健

全
な

運
営

と
同

協
会

に
加

盟
す

る
各

団
体

が
実

施
す

る
各

事
業

に
対

し
て

支
援

を
行

い
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
を

行
い

ま
し

た
。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

市
民

ス
ポ

ー
ツ

大
会

は
中

止
と

な
り

ま
し

た
が

、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
は

、
開

催
可

能
な

競
技

団
体

に
お

い
て

、
感

染
状

況
を

踏
ま

え
な

が
ら

実
施

し
ま

し
た

。

設
定

な
し

（
１

）
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

ス
ポ

ー
ツ

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

た
め

、
春

・
秋

の
体

操
教

室
は

回
数

制
限

を
行

い
な

が
ら

実
施

し
ま

し
た

。
一

方
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
ミ

ニ
マ

ラ
ソ

ン
大

会
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
及

び
市

民
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
大

会
は

中
止

と
な

り
ま

し
た

。
体

操
教

室
は

回
数

が
減

少
し

た
分

を
、

新
た

に
冬

の
教

室
を

設
け

る
こ

と
で

機
会

を
確

保
し

、
ま

た
、

自
宅

で
も

気
軽

に
取

組
め

る
健

康
体

操
の

動
画

を
Y
o
u
T
u
b
e
で

配
信

し
ま

し
た

。
　

そ
の

ほ
か

、
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

活
動

に
対

し
て

は
「

次
世

代
を

担
う

健
全

な
か

ら
だ

と
こ

こ
ろ

を
持

っ
た

青
少

年
の

育
成

」
の

実
現

に
向

け
て

、
指

導
者

の
育

成
や

活
動

の
充

実
を

図
れ

る
よ

う
引

き
続

き
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

 
(
基

)
 
週

１
回

以
上

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

成
人

の
割

合
（

「
県

民
意

識
調

査
」

福
井

市
抽

出
分

）

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
0
.
9
0
％

57



目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
４

）
市

民
の

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
心

の
向

上

ス
ポ

ー
ツ

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
、

イ
ベ

ン
ト

等
が

中
止

と
な

っ
た

た
め

、
Ｐ

Ｒ
活

動
が

満
足

に
で

き
な

か
っ

た
。

こ
れ

か
ら

は
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

等
に

お
け

る
Ｐ

Ｒ
活

動
を

通
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

に
対

す
る

関
心

を
維

持
し

、
さ

ら
に

高
め

て
い

け
る

よ
う

努
め

て
い

き
ま

す
。

設
定

な
し

（
３

）
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
協

議
会

の
育

成

ス
ポ

ー
ツ

課

　
福

井
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

相
互

の
連

絡
を

密
に

し
、

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

て
楽

し
み

な
が

ら
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

に
参

加
で

き
る

機
会

が
増

え
る

よ
う

、
福

井
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

協
議

会
を

支
援

し
ま

し
た

。
　

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

地
域

で
の

推
進

活
動

が
満

足
に

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
次

年
度

に
向

け
て

委
員

研
修

会
を

重
点

に
行

い
ま

し
た

。
　

ま
た

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

活
動

を
認

知
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

活
動

状
況

や
委

員
紹

介
等

を
H
P
に

掲
載

し
て

、
広

く
情

報
発

信
し

ま
し

た
。

設
定

な
し

（
６

）

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

事
前

キ
ャ

ン
プ

誘
致

の
推

進

ス
ポ

ー
ツ

課

　
令

和
3
年

度
に

延
期

と
な

っ
た

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
お

け
る

ス
ロ

ベ
ニ

ア
チ

ー
ム

の
事

前
キ

ャ
ン

プ
を

誘
致

し
、

市
民

の
ス

ポ
ー

ツ
に

対
す

る
関

心
を

高
め

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
を

図
る

と
と

も
に

、
世

界
に

向
け

て
福

井
市

の
情

報
発

信
を

行
い

ま
し

た
。

設
定

な
し

（
５

）
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

・
推

進

ス
ポ

ー
ツ

課

　
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

拡
大

に
向

け
、

関
係

団
体

と
連

携
し

た
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

提
供

や
だ

れ
も

が
安

心
し

て
ス

ポ
ー

ツ
が

で
き

る
よ

う
体

育
施

設
の

整
備

を
進

め
る

な
ど

、
障

が
い

の
あ

る
人

が
ス

ポ
ー

ツ
に

参
加

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。

設
定

な
し
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9 1

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

7
,
1
0
0
人

7
,
1
5
0
人

7
,
2
0
0
人

7
,
2
5
0
人

7
,
3
0
0
人

実
績

6
,
3
5
6
人

5
,
5
5
8
人

5
,
2
1
6
人

2
,
7
0
6
人

2
,
6
9
7
人

達
成

度
8
9
.
5
%

7
7
.
7
%

7
2
.
4
%

3
7
.
3
%

3
6
.
9
%

目
標

5
0
0
点

5
1
0
点

5
2
0
点

5
3
0
点

5
4
0
点

実
績

4
8
9
点

4
6
7
点

4
3
6
点

中
止

4
5
8
点

達
成

度
9
7
.
8
%

9
1
.
6
%

8
3
.
8
%

－
8
4
.
8
%

方
針

市
民

の
文

化
芸

術
活

動
を

支
援

し
、

優
れ

た
文

化
芸

術
に

触
れ

る
機

会
を

つ
く

る

施
策

の
方

向
性

文
化

芸
術

活
動

の
支

援

具
体

的
な

取
組

（
１

）
文

化
芸

術
活

動
へ

の
支

援
と

市
民

が
文

化
芸

術
に

触
れ

る
機

会
の

創
出

（
２

）
市

民
の

美
術

創
作

活
動

へ
の

意
欲

向
上

（
１

）

文
化

芸
術

活
動

へ
の

支
援

と
市

民
が

文
化

芸
術

に
触

れ
る

機
会

の
創

出

文
化

振
興

課

　
市

民
文

化
祭

に
つ

い
て

は
、

令
和

3
年

度
も

茶
会

や
体

験
コ

ー
ナ

ー
な

ど
を

中
止

し
、

客
席

の
間

隔
を

十
分

確
保

し
た

う
え

で
芸

能
大

会
を

実
施

す
る

な
ど

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
を

徹
底

し
て

開
催

し
ま

し
た

。
　

ま
た

、
市

民
が

誰
で

も
参

加
で

き
る

文
化

芸
術

活
動

の
発

表
と

鑑
賞

の
場

を
オ

ン
ラ

イ
ン

上
に

設
け

る
「

ふ
く

い
バ

ー
チ

ャ
ル

文
化

芸
術

祭
」

を
開

催
し

、
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

文
化

芸
術

活
動

の
活

性
化

を
図

り
ま

し
た

。
　

次
年

度
も

、
「

市
民

文
化

祭
」

や
「

ふ
く

い
バ

ー
チ

ャ
ル

文
化

芸
術

祭
」

を
開

催
し

、
よ

り
多

く
の

市
民

が
文

化
芸

術
活

動
に

参
加

で
き

る
機

会
を

創
出

し
ま

す
。

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
２

）
市

民
の

美
術

創
作

活
動

へ
の

意
欲

向
上

美
術

館

　
第

3
4
回

市
美

展
ふ

く
い

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

対
策

を
行

い
な

が
ら

開
催

し
、

令
和

元
年

に
開

催
し

た
第

3
2
回

展
よ

り
出

品
点

数
が

増
え

ま
し

た
。

　
次

年
度

以
降

も
、

感
染

対
策

を
行

い
な

が
ら

、
市

美
展

ふ
く

い
を

開
催

し
ま

す
。

(
基

)
市

美
展

ふ
く

い
出

品
点

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

5
1
9
点

(
基

)
市

民
文

化
祭

参
加

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

7
,
0
5
8

人

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題
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9 2

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

3
,
1
0
0
人

3
,
1
5
0
人

3
,
2
0
0
人

3
,
2
5
0
人

3
,
3
0
0
人

実
績

2
,
7
9
8
人

2
,
5
3
3
人

1
,
7
5
7
人

1
5
9
8
人

1
,
8
4
0
人

達
成

度
9
0
.
3
%

8
0
.
4
%

5
4
.
9
%

4
9
.
2
%

5
5
.
8
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

6
3
,
0
0
0
人

6
4
,
0
0
0
人

6
5
,
0
0
0
人

6
6
,
0
0
0

6
7
,
0
0
0
人

実
績

2
2
,
4
1
0
人

4
6
,
3
1
4
人

8
1
,
6
5
9
人

4
7
,
4
4
7
人

7
7
,
9
5
8
人

達
成

度
3
5
.
6
%

7
2
.
4
%

1
2
5
.
6
%

7
1
.
9
%

1
1
6
.
3
%

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
１

）
文

化
芸

術
活

動
の

担
い

手
の

育
成

文
化

振
興

課

　
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

福
井

芸
術

・
文

化
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
企

画
・

実
施

す
る

事
業

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
本

市
の

文
化

振
興

を
図

っ
て

い
ま

す
。

　
引

き
続

き
良

質
な

文
化

芸
術

事
業

を
企

画
・

実
施

し
、

よ
り

多
く

の
市

民
が

、
身

近
に

文
化

芸
術

に
触

れ
る

機
会

を
創

出
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

(
基

)
福

井
芸

術
・

文
化

フ
ォ

ー
ラ

ム
開

催
事

業
参

加
者

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

3
,
0
6
3

人

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

（
３

）方
針

市
民

の
文

化
芸

術
活

動
を

支
援

し
、

優
れ

た
文

化
芸

術
に

触
れ

る
機

会
を

つ
く

る

施
策

の
方

向
性

文
化

芸
術

の
振

興

具
体

的
な

取
組

（
１

）
文

化
芸

術
活

動
の

担
い

手
の

育
成

（
２

）
文

化
会

館
の

管
理

運
営

と
再

整
備

の
検

討

（
３

）
美

術
館

の
展

示
内

容
の

充
実

と
魅

力
向

上

（
４

）
美

術
創

作
体

験
が

で
き

る
機

会
の

提
供

美
術

館
の

展
示

内
容

の
充

実
と

魅
力

向
上

美
術

館

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
対

策
を

行
い

な
が

ら
、

4
つ

の
企

画
展

を
開

催
し

、
目

標
の

入
場

者
数

を
超

え
る

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
　

次
年

度
以

降
も

感
染

対
策

を
行

い
な

が
ら

企
画

展
を

開
催

し
て

い
き

ま
す

。

(
基

)
美

術
館

企
画

展
入

場
者

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
9
,
3
8
8
人

（
２

）
旧

文
化

会
館

の
解

体
と

新
文

化
会

館
の

整
備

文
化

振
興

課

　
旧

文
化

会
館

に
つ

い
て

は
、

令
和

3
年

3
月

に
閉

館
し

た
た

め
、

今
後

は
解

体
に

向
け

た
準

備
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

　
新

文
化

会
館

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
建

設
予

定
地

の
東

公
園

に
ア

リ
ー

ナ
整

備
構

想
が

浮
上

し
た

た
め

、
そ

の
進

捗
を

確
認

し
つ

つ
、

加
え

て
、

そ
の

時
点

で
の

本
市

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
や

財
政

状
況

を
勘

案
し

、
総

合
的

に
判

断
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

設
定

な
し
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目
標

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
0
0
人

実
績

1
0
,
0
8
2
人

1
4
,
9
0
2
人

3
3
,
0
4
4
人

1
0
,
1
5
3
人

1
3
,
1
8
5
人

達
成

度
1
0
0
.
8
%

1
4
9
.
0
%

3
3
0
.
4
%

1
0
1
.
5
%

1
3
1
.
8
%

（
４

）
美

術
創

作
体

験
が

で
き

る
機

会
の

提
供

美
術

館

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
対

策
を

行
い

な
が

ら
、

予
定

通
り

に
ア

ト
リ

エ
事

業
を

開
催

し
、

目
標

の
参

加
者

数
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
次

年
度

も
、

参
加

人
数

の
制

限
と

感
染

症
対

策
を

行
い

な
が

ら
開

催
し

ま
す

。

(
基

)
美

術
館

ア
ト

リ
エ

参
加

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

5
,
1
2
7

人
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10 1

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H2
9

H3
0

R1
R2

R3

目
標

1
4
0
,
0
0
0
人

1
4
0
,
0
0
0
人

1
4
0
,
0
0
0
人

1
4
0
,
0
0
0
人

1
5
0
,
0
0
0
人

実
績

1
0
4
,
1
3
5
人

9
3
,
3
1
8
人

1
3
1
,
0
5
3
人

1
1
4
,
9
4
8
人

8
2
,
3
7
6
人

達
成

度
74
.4
%

66
.7
%

93
.6
%

82
.1
%

54
.9
%

目
標

7
3
,
5
0
0
人

7
3
,
7
5
0
人

7
4
,
0
0
0
人

7
4
,
7
5
0
人

7
5
,
5
0
0
人

実
績

6
1
,
1
3
3
人

6
2
,
9
8
1
人

5
7
,
3
1
1
人

3
0
,
5
4
3
人

3
3
,
1
0
2
人

達
成

度
83
.2
%

85
.4
%

77
.4
%

40
.9
0%

43
.8
%

目
標

4
0
,
7
0
0
点

4
1
,
0
0
0
点

4
1
,
2
0
0
点

設
定

な
し

4
1
,
0
0
0
点

実
績

4
0
,
9
8
4
点

4
1
,
0
4
8
点

4
1
,
2
0
8
点

4
1
,
3
4
9
点

4
1
,
4
0
7
点

達
成

度
10
0.
7%

10
0.
1%

10
0%

－
10
1.
0%

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

（
１

）
一

乗
谷

朝
倉

氏
遺

跡
の

管
理

・
運

営
と

活
用

文
化

振
興

課

　
無

料
W
i
－

F
i
エ

リ
ア

を
遺

跡
中

心
部

全
域

ま
で

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
遺

跡
案

内
板

等
の

更
新

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

復
原

町
並

武
家

屋
敷

屋
根

改
修

や
、

見
学

施
設

の
手

洗
水

栓
自

動
化

な
ど

環
境

を
整

備
し

ま
し

た
。

　
今

後
は

、
当

時
の

建
物

や
人

物
を

A
R
・

V
R
等

を
活

用
し

て
再

現
す

る
ア

プ
リ

を
制

作
す

る
な

ど
、

遺
跡

の
魅

力
を

高
め

、
公

開
活

用
を

進
め

ま
す

。

(
基

)
一

乗
谷

朝
倉

氏
遺

跡
復

原
町

並
入

場
者

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
4
7
,
6
9
2
人

施
策

番
号

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

方
針

郷
土

の
歴

史
や

文
化

遺
産

を
保

存
・

継
承

し
、

福
井

の
誇

り
と

し
て

活
用

す
る

施
策

の
方

向
性

福
井

が
誇

る
歴

史
・

文
化

資
源

の
活

用
推

進

具
体

的
な

取
組

（
１

）
一

乗
谷

朝
倉

氏
遺

跡
の

管
理

・
運

営
と

活
用

（
２

）
養

浩
館

庭
園

の
管

理
・

運
営

と
活

用

（
３

）
郷

土
歴

史
博

物
館

の
資

料
保

存
と

活
用

（
４

）
橘

曙
覧

記
念

文
学

館
や

愛
宕

坂
茶

道
美

術
館

、
グ

リ
フ

ィ
ス

記
念

館
の

活
用

（
５

）
歴

史
・

文
化

資
源

の
情

報
発

信

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

（
３

）
郷

土
歴

史
博

物
館

の
資

料
保

存
と

活
用

郷
土

歴
史

博
物

館

　
福

井
市

内
市

外
問

わ
ず

寄
贈

・
寄

託
の

申
し

出
の

あ
っ

た
資

料
に

つ
い

て
、

資
料

審
査

委
員

会
を

経
て

受
入

れ
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

貴
重

な
文

化
遺

産
を

未
来

へ
伝

え
る

た
め

、
資

料
の

修
繕

や
古

文
書

の
資

料
化

を
実

施
し

、
館

蔵
品

資
料

の
充

実
を

図
り

ま
し

た
。

(
基

)
郷

土
歴

史
博

物
館

収
集

資
料

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

4
0
,
5
5
5

点

（
２

）
養

浩
館

庭
園

の
管

理
・

運
営

と
活

用

文
化

振
興

課

　
庭

園
を

適
切

に
保

存
す

る
た

め
、

こ
け

ら
葺

き
屋

根
葺

き
替

え
工

事
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
工

事
見

学
会

や
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
な

ど
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
行

い
ま

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
来

園
者

数
は

、
減

少
し

た
ま

ま
で

す
。

　
閑

散
期

等
に

お
い

て
、

養
浩

館
庭

園
の

特
色

を
活

か
し

た
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

幅
広

い
世

代
の

誘
客

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

(
基

)
養

浩
館

庭
園

入
園

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

7
5
,
5
0
0

人
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目
標

7
9
,
5
0
0
人

7
9
,
6
0
0
人

8
5
,
0
0
0
人

設
定

な
し

8
0
,
0
0
0
人

実
績

7
2
,
2
2
7
人

8
4
,
8
1
0
人

6
1
,
1
6
0
人

3
4
,
5
3
1
人

3
7
,
7
8
5
人

達
成

度
90
.9
%

10
6.
5%

72
.0
%

－
47
.2
%

目
標

3
7
,
0
0
0
人

3
7
,
2
5
0
人

3
7
,
5
0
0
人

3
8
,
2
5
0
人

3
9
,
0
0
0
人

実
績

3
4
,
9
6
1
人

3
1
,
9
8
4
人

2
6
,
8
6
9
人

1
5
,
4
0
6
人

1
8
,
5
6
9
人

達
成

度
94
.5
%

85
.9
%

71
.7
%

40
.3
0%

47
.6
%

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

（
４

）

橘
曙

覧
記

念
文

学
館

や
愛

宕
坂

茶
道

美
術

館
、

グ
リ

フ
ィ

ス
記

念
館

の
活

用

文
化

振
興

課

　
3
館

の
入

場
者

数
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
減

少
し

た
ま

ま
で

す
が

、
グ

リ
フ

ィ
ス

記
念

館
で

は
、

日
下

部
・

グ
リ

フ
ィ

ス
基

金
等

と
連

携
し

た
ク

リ
ス

マ
ス

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
に

よ
っ

て
、

1
2
月

の
入

場
者

は
過

去
最

多
と

な
り

ま
し

た
。

　
今

後
は

、
3
館

が
連

携
し

た
展

示
や

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

て
、

入
館

者
の

増
加

を
目

指
し

ま
す

。

(
基

)
愛

宕
坂

茶
道

美
術

館
、

橘
曙

覧
記

念
文

学
館

、
グ

リ
フ

ィ
ス

記
念

館
来

館
者

の
延

べ
人

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

2
9
,
3
1
3

人

（
３

）
郷

土
歴

史
博

物
館

の
資

料
保

存
と

活
用

郷
土

歴
史

博
物

館

　
博

物
館

の
施

設
の

維
持

管
理

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流

行
に

伴
う

対
策

を
実

施
し

、
来

館
者

が
安

全
で

快
適

に
観

覧
で

き
る

よ
う

対
策

を
行

い
、

郷
土

の
歴

史
を

知
り

学
ぶ

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
務

め
ま

し
た

。

(
基

)
郷

土
歴

史
博

物
館

総
入

館
者

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

7
8
,
0
2
1

人

（
５

）
歴

史
・

文
化

資
源

の
情

報
発

信
文

化
振

興
課

　
福

井
・

勝
山

日
本

遺
産

活
用

推
進

協
議

会
を

通
じ

て
、

日
本

遺
産

の
講

演
会

や
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

、
オ

ン
ラ

イ
ン

方
式

を
併

用
し

開
催

し
、

多
く

の
方

に
参

加
い

た
だ

き
ま

し
た

。
　

ま
た

、
文

化
施

設
の

入
館

者
数

の
回

復
の

た
め

、
ふ

く
い

嶺
北

連
携

中
枢

都
市

の
市

町
と

連
携

し
、

「
石

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

文
化

資
源

の
巡

回
パ

ネ
ル

展
を

開
催

し
ま

し
た

。
　

北
陸

新
幹

線
福

井
開

業
に

向
け

て
、

連
携

市
町

と
と

も
に

、
文

化
資

源
の

掘
り

起
こ

し
と

魅
力

発
信

を
促

進
し

ま
す

。

設
定

な
し
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1
0 2

取
組

状
況

成
果

指
標

基
本

計
画

達
成

目
標

評
価

項
目

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

目
標

－
－

－
－

－

実
績

－
－

－
－

－

達
成

度
－

－
－

－
－

目
標

7
件

7
件

8
件

－
7
件

実
績

7
件

8
件

8
件

1
件

4
件

達
成

度
1
0
0
%

1
1
4
.
3
%

1
0
0
%

－
5
7
.
1
%

目
標

1
,
6
0
0
人

1
,
9
5
0
人

2
,
2
5
0
人

－
2
,
0
0
0
人

実
績

1
,
7
3
2
人

2
,
1
7
4
人

3
,
1
0
3
人

1
,
5
5
3
人

2
,
4
9
8
人

達
成

度
1
0
8
.
3
%

1
1
1
.
5
%

1
3
7
.
9
%

－
1
2
4
.
9
%

目
標

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
0
0
人

1
0
,
0
0
0
人

6
,
0
0
0
人

6
,
0
0
0
人

実
績

9
,
4
9
6
人

7
,
8
5
6
人

7
,
9
7
3
人

4
,
7
9
9
人

5
,
0
7
1
人

達
成

度
9
5
.
0
%

7
8
.
6
%

7
9
.
7
%

8
0
.
0
%

8
4
.
5
%

方
針

（
１

）
文

化
財

の
保

護
と

整
備

具
体

的
な

取
組

又
は

事
業

名
所

管
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

・
課

題

郷
土

の
歴

史
や

文
化

遺
産

を
保

存
・

継
承

し
、

福
井

の
誇

り
と

し
て

活
用

す
る

施
策

の
方

向
性

文
化

財
の

保
護

と
活

用

具
体

的
な

取
組

（
１

）
文

化
財

の
保

護
と

整
備

（
２

）
文

化
財

の
保

存
と

継
承

（
３

）
文

化
財

の
公

開
・

活
用

目
標

（
上

段
）

と
実

績
（

下
段

）

(
基

)
お

さ
ご

え
民

家
園

入
園

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

8
,
3
5
9

人

（
２

）
文

化
財

の
保

存
と

継
承

文
化

財
保

護
課

　
無

形
民

俗
文

化
財

各
種

行
事

は
、

4
団

体
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
よ

り
開

催
を

中
止

し
ま

し
た

。
無

形
民

俗
文

化
財

が
未

来
に

保
存

・
継

承
さ

れ
る

よ
う

、
保

存
団

体
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

(
基

)
無

形
民

俗
文

化
財

各
種

行
事

の
開

催
件

数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

7
件

（
３

）
文

化
財

の
公

開
・

活
用

文
化

財
保

護
課

　
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

及
び

お
さ

ご
え

民
家

園
に

お
い

て
、

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

予
防

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

沿
っ

て
展

示
会

・
体

験
学

習
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

　
ま

た
、

お
さ

ご
え

民
家

園
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
行

い
、

開
園

を
し

ま
し

た
が

、
入

園
者

数
は

目
標

に
達

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

今
後

も
園

の
活

性
化

を
図

り
、

古
民

家
の

利
活

用
を

促
進

し
て

い
く

と
と

も
に

、
事

業
内

容
や

活
動

方
法

を
工

夫
し

な
が

ら
、

文
化

財
に

親
し

む
機

会
の

創
出

に
努

め
て

い
き

ま
す

。

(
基

)
体

験
学

習
会

参
加

者
数

基
準

値
(
H
2
7
)
：

1
,
1
8
1

人

文
化

財
保

護
課

　
大

安
寺

（
国

指
定

重
要

文
化

財
）

が
実

施
す

る
建

造
物

修
理

事
業

は
、

本
堂

・
山

門
の

解
体

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
指

定
史

跡
等

の
文

化
財

を
保

護
す

る
た

め
、

整
備

事
業

を
実

施
し

ま
し

た
。

設
定

な
し

施
策

番
号
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６ 学識経験者の知見 

 

令和３年度福井市教育委員会事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告書についての

所見 

 

                           福井大学名誉教授 寺岡 英男 

 

令和元年度と 2 年度の 2 回の所見では、重ねて述べた点も多いので、令和 3 年度の所見

では、令和 2 年度の対応状況をもとに、報告書の関連内容を具体例としてあげながら、改め

て平成 3 年度の所見を述べるという方法を取らせていただきたい。 

 

１. 事務の管理及び執行状況の評価と施策について 

毎年度指摘している「今後政策・施策の発展に資する評価の在り方をいっそう探究する 

ことが求められる」という検討課題については、「各部門の果たすべき役割・目的に即して、

どのように中期的な施策が展開され、その中で本取組がどのように進められたのか、その展

開を評価する」という「点検・評価報告書」の枠組み・構成の見直しまで進まなければ基本

的には解決されないのではないか、述べてきている。これに関しては、対応状況として、「中

期的（例えば『福井市教育振興基本計画』の計画期間である 5 年間）な施策が、各分野の役

割や目的にそって展開されているかを評価できるよう、点検・評価報告書の改善に努めてい

きます。」と述べられている。 

 しかし、それについて「点検・評価報告書」での記載を読んでも、その改善状況について

は良くわからないように思われる。そこで、各種審議会等審議状況と事務の管理及び執行状

況に分けて、具体的に例示し、所見を述べたい。 

＜各種審議会等審議状況＞ 

（２）教育支援委員会 

 内容は、令和 2年度と同じものになっている。それは同年度と同じような取組がなされ、

目立った違いは見られなかったことに因るものなのか。ただその場合でも、年間 11回も開

催されているので、意見等も少し詳しい紹介が欲しいと思われる。 

（６）少年愛護センター運営委員会 

 令和 2 年度には、教員の働き方改革への対応として、教員への委嘱の代わりに、会計年度

職員の任用となった。令和 3 年度では、任用によってどのように変わり、評価されるのかに

ついて、年度をまたがる言及がなされてもよいのではないかと思われる。 

（７）青少年問題協議会、（11）図書館協議会 

 これらの協議会の取組は、案件や意見等が具体的に書かれており、わかりやすいものとし

て評価できる。 
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＜事務の管理及び執行状況＞ 

１－１ 

 取組状況は、令和 2 年度と同じである。なぜこのような記載となっているのか、説明が欲

しい。これは例えば以下に述べるように、他の施策の取組状況の記載にも少なからず見られ

る。 

１－３―（３）（５） 

 前年度まで取組状況の内容と同様であるが、「道徳的実践の場としての体験活動の充実」

として、集団宿泊体験学習はともかく、「田植え、稲刈り等の体験活動」が謳われている。

なぜとりわけそれらの体験活動が「道徳的実践の場としての体験活動」として特に取り扱わ

れるのか、その意味がわかりにくい。 

 ESD 教育については、今日の課題としては極めて大きな意味があると思われる。しかし、

記載内容は前年と同様にとどまっている。そのためこの取組についての施策上の位置づけ

と取組状況がわからない。 

１－６ 

 これも基本的に前年と同様の記載である。課題の重要性からして、もちろん実際の取組み

はあると思われるが、仮にこれらに関わって問題が起こった場合には社会的に及ぼす反響

も大きくなるのは避けがたく、そのため丁寧な取組状況の記載が必要ではないかと思われ

る。 

１－７ 

 たとえば（１）の英語活動推進事業について、取組内容と成果指標については、専らＡＬ

Ｔに限定されている。これは総合計画や教育振興基本計画での内容に規定されているため

と思われる。しかし、英語活動推進事業を考える場合、ＡＬＴばかりでなく、むしろ基本的

には日本人教員の英語能力、授業力の向上や、ＡＬＴとの連携の工夫というものが課題とし

てあるように思われる。ここでは記載されてはいないこれら後者の扱いは、この施策の取組

の点検・評価の中ではどのように扱われる余地があるのか説明を求めたいと思う。 

３－１－（３） 

 給食施設・設備の整備で、令和２年度には新学校給食センターの整備事業として、実施方

針・要求水準書の作成を行ったとあった。令和 3年度には整備運営事業者の募集・選定と事

業契約の締結を行ったとあり、年度にまたがる取組事業の進展がわかる。できれば募集への

応募状況など触れられてもいいのではないかと思われる。 

６－１ 

 上記 1－7 でも指摘したように、掲げられている基本的な施策とそこで挙げられている極

めて限定的な取組の取り上げ方については、例えばこの６－１地域との連携と見守り活動

や危険箇所点検という捉え方にも当てはまる。もちろん、見守り活動や危険箇所点検等につ

いては重要で地道な活動であるが、こと地域との連携というそれ自体重要な施策のなかで

は、こうした取り上げられた活動には限定されない課題があるはずである。 
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その他 

取組に関わる人材育成について、例えば７－１－（６）公民館での人材育成が項目として

挙げられている。また、1－9 教員の資質向上の推進では、教育委員会主催の教職員力量向

上の各種研修事業や福井大学連合教職員大学への派遣研修が意欲的に取組まれている。こ

の人材育成・キャリアアップの課題は、教員ばかりでなく、この公民館職員をはじめ、同じ

７の図書館はもちろん、総合計画や教育振興基本計画に沿って市民のための取組を担う職

員全体に関わる課題であると思われる。各種研修の企画・実施や他の機関への研修派遣を明

確に意識的に位置付けてほしいと思われる。 

 

２．教育課程編成に係る取組みについての今後配慮すべき評価の枠組みについて 

この事項に関しては、所見への対応状況として、「令和 4年度からの第 3 期福井市教育振

興計画」において学校教育をさらに充実させ、児童生徒の生きる力を伸ばす取組について成

果目標を設けることを検討します。」と述べられている。ぜひ計画作成に当たって検討して

いただきたいと思う。ただし、成果目標を設けるというものが、成果指標を設定し、目標と

実績をふまえて達成目標を数値化するというやり方にならないよう、検討願いたい。 

 

３．コロナ禍での対応について 

これについて、前回の所見では、以下のように述べさせていただいた。「コロナ禍での学

校教育や社会教育等における対応については、それが全く予期しない事態の出現ではあっ

たが、それだけに、改めて教育の在り方の根本を捉え直す機会となった。…（中略）これま

で当たり前とされてきた学校での生活・学習やそれに対応する教職員の関わり方等が、根本

から問い直される状況に追い込まれる事態となった、と言える。そこでは、単に状況が落ち

着けば日常に戻る、遅れを取り返すという受け身の後ろ向きの発想ではなく、何が必要なの

かという見直しと再構成・改善を探るという Constructive(建設的)で前向きな発想が求め

られていると思われる。このような重要な課題に直面し、それにどのような発想で対応すべ

きか。本報告書もその姿勢が問われることになる。具体的には、点検・評価の枠組みの見直

しが必要だろう。」と。 

 この所見については、その対応として、たとえば学校教育については、「コロナ禍におい

ても、各学校において、できる活動を工夫しながら教育活動を実践しています。特に学校行

事においては、単に縮減するのではなく、そのねらいや目的を明確にすることで、練習時間

を削減したり、効率よく取り組んだりするなどの見直し、再構築が行われています。またオ

ンラインを活用した研修や子ども支援などの施策も進めています。」と述べられている。 

しかしこの対応に示されたものは、どちらかというと取組の改善であり、枠組みの見直し、 

再構築とは言えない。「令和 4年度からの第 3 期福井市教育振興計画」の策定・実施とい

うこともあり、ぜひこの辺り、実際コロナ禍での教育の営みの遂行の中で、何こそが必要な

のか、要らないのか、現実に直面した各学校の苦労と意見も集約・分析を行い、それを踏ま

えた検討をお願いしたい。 
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令和３年度福井市教育委員会事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告書についての

所見 

 

福井市 PTA 連合会 会長 福田 智司 

 

各方針・取り組みについて所見をお伝えいたします。 

 

方針１ 学校教育の充実を図り、子どもの生きる力を伸ばす 

 

１．未来につなぐ特色ある学校づくりの推進 

新型コロナウィルス感染症対策により取り組みが制限される中、できる限り実施されて

いることは評価できる。ただし、全体的に見るとそのように評価できると思うが、PTA での

情報によると学校による差が大きく出る部分でもあると感じている。 

 学校規模適正化については各地で説明会が進んでいることは評価できるが、具体的に進

める必要がある地区は複数で同時進行しないと実状とズレが生じる。直近の森田地区の手

遅れ感を考えると心配になる。どの地区をいつまでに学校規模を適正化させていくかを具

体的にしていく中で、進捗を評価できるようになることを期待する。PTA も一緒に取り組ん

でいきたい課題である。 

 

２．学力充実のための教育活動 

 全国学力調査については大変評価できる。教育現場でしっかり取り組んでいただいてい

ることをうれしく思う。これを高校教育へとうまくつなげていくことが次の課題であると

考える。 

 学校図書については、PTA との協力で蔵書冊数を維持していく必要がある。また、冊数だ

けでは評価せずに、ジャンルや新書の充実にも気を配りたい。 

 

３．豊かな心の教育の推進 

 最近の世の中は批判すること、論破することを躊躇しない風潮がある。児童生徒の成長に

おいて、道徳心を養うことが不可欠である。道徳についての評価は難しいが是非取り組みを

重要な位置づけで継続してほしい。 

  

５．特別支援教育の推進 

 いきいきサポーターが充実してきている状況は評価できる。児童生徒の人数に対して充

足できているかどうかを確認したい。 

 通常学級と特別支援学級の交流は評価する。これからも推進していただきたい。 
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６．気になる児童生徒への支援の充実 

 いじめ問題は大きな課題である。３の道徳教育とスクールソーシャルワーカーの派遣の

両輪で児童生徒のストレスや悩みを良い方向へ導いていただきたいと思う。スクールカウ

ンセラーも含めて体制が整いつつあるようで、感謝する。 

 不登校児童生徒も増加していると聞いている。PTA も協力できることを取り組んでいきた

い。 

 

８．教育の情報化の推進 

 ハード面は整備されてきたので、今後はどのように活用していくのかが課題である。教員

もしっかり活用できるスキルを身に付けてほしい。また、そのような機会を確保できるよう

期待する。授業での活用もあるが、とりあえずやっていますというレベルでは寂しい。６の

不登校児童生徒へも有効に活用してほしい。 

 

１０．キャリア教育の推進 

 福井市キャリア教育連絡協議会の開催、キャリア教育コーディネーターの充実により、幅

広くキャリア教育に取り組めていることは評価できる。さらなる高いレベルでの推進を期

待する。また、学校や PTA で継続実施していく思いがないと途絶えてしまう心配があるの

で、仕組みと人を整えつつ継続をお願いしたい。 

 

 

方針２ ふるさと福井への誇りや愛着が持てる環境の充実を図る 

 

２．福井の魅力を学び、発信できる環境づくり 

郷土の偉人や歴史上の人物について学ぶとともに、今の福井も含めて児童生徒が発信で

きるような機会を作ってほしい。 

 

 

方針３ 心身ともに健やかに育つ学校保健の充実 

 

４． 生き生きと運動に取り組む学校体育の充実 

運動部活動の充実で、地域の指導者が増えてきていることは評価できる。トップアスリー

トによる実技講習会もこれから多くの種目で開催できるよう期待する。これからは部活動

の地域移行の課題にもスピード感をもって推進していただくとともに、検討にあたっては

目線を生徒に合わせていただきたい。 
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方針５ 安全で快適に学び、安心して過ごせる学校環境の整備に取り組む 

 

１． 安全で快適な学校施設の整備 

 校舎やトイレの改修は順次進んでいるようで感謝する。これからも毎年のように改修は

あると思うが、学校規模適正化にも関係してくるので適切に推進していただきたい。 

 

２． 安全・安心な通学路の環境整備 

 交通安全以外に防犯、防災の観点で、通学路の危険個所を調査、改善したことは大いに評

価する。児童生徒の安全確保には優先的に対応していただきたい。 

 

 

方針６ 家庭や地域、関係機関・団体が連携し、青少年の健全な育成を図る 

 

２. 家庭で進める青少年の健全育成 

PTA でも積極的に取り組むべき課題である。情報モラルについては、PTA 連合会でも各単

位 PTA にも案内しており、講習会をお願いしている。これからも継続していただきたい。 

 

 

総括 

令和 3 年度は新型コロナウィルス感染症の影響を受けた 2 年目であった。その中で、さ

まざまな方法を模索する中での学校運営だったと思う。難しい判断が続き、大変なご苦労が

あったと推察し、感謝する。 

 「できること」が学校により差が出ることは残念に思うこともあった。それは、当たりは

ずれのように見えることもあり、慎重すぎるのではないかと思うことも多くあった。 

 福井市 PTA 連合会においても反省することがあり、今後は何事においても開催する方向

で検討していきたい。 

 今後、学校教育での ICT 活用がポイントになってくる。環境整備と教員のレベルアップが

求められると思うが、さまざまな方策と工夫を期待する。 
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